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はじめに

本書は、平成23年度の前橋市文化財保護の事業概要、埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめ

たものです。

本年度は、 3月の東日本大震災による余波も冷めやらぬ中、被災した文化財の調査や修理等、

大変慌しい中でのスタートとなりました。津波の被害を受けた被災地での惨憎たる状況とは比

べるべくもありませんが、本市の被害を見ても自然の猛威を実感せずにはいられませんでした。

震災から l年余り、震災の傷跡がまだ残る町々に、文化財の修復や、継続の危ぶまれた被災

地域の郷土芸能や伝統行事が、地域の方々の努力により復活されるというニュースがそこここ

に聞かれるようになりました。地域に残る文化財や伝統芸能が、地域の方々のよりどころとし

て、また地域をつなぐ粋のーっとして、心の奥底に古より受け継がれ、歴史的風土を形成して

きたということをあらためて実感した一年でした。

文化財や伝統芸能は、こうした、郷土を愛する心を育み、心豊かな地域づくりのために欠か

せないものであり、本市でも、郷土芸能の継承推進、啓発事業の推進、史跡環境の整備、市民

ボランティアの発掘・育成、文化財調査の推進、文化財施設の整備の6つを具体的な施策とし

て、教育行政方針のーっとして掲げています。

23年度の文化財保護課の主な事業としては、本書に掲載のとおり、郷土芸能の継承推進のた

めの郷土芸能大会の実施や市民参加型のイベント、市民ボランティアの養成のための歴史学習

講座、 5年目となる高崎市との連携文化財展などの事業を実施しております。また、文化財調

査では、本年度新たに上野国府跡の調査が開始され、永らく謎とされてきた国庁発見への期待に

胸をときめかせているところです。

本書をご覧いただいた皆様方の、文化財に対する理解がより一層深まるとともに、文化財保護

行政への理解が進む契機となれば幸いです。あわせて、本市の文化財保護行政推進にあたり、ご

指導・ご協力いただ、いた関係各位、並びに諸機関に心より御礼申し上げ序といたします。

平成24年6月

前橋市教育委員会

教育長佐藤博之
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第1章 文化財調査委員による調査

1 東日本大震災により被災した指定文化財の緊急調査

(1) 日時

(2) 調査対象物件

(3) 調査者

(4) 概要

平成 23年4月 26日(火)

石灯龍(市指定重要文化財)

松島会長、阿久津委員

井上委員、梅津委員

片山委員、村田委員

3月 11日の東日本大震災により倒壊、破損した苗ヶ

島町に所在する「石灯龍Jについて、前橋市文化財調査

委員による現況の確認・調査を現地で行い、今後の管理

及び修理等の方向性を探る事を目的に実施した。

2 樹木調査

(1) 日 時 平成 23年 10月6日(木)

(2) 調査対象物件 ア 横室の大カヤ(国指定天然記念物)

イ 時沢の夫婦マツ(県指定天然記念物)

ウ 梅花藻(未指定)

緊急調査の様子

こに 児童文化センターのシダレソメイヨシノ(未指定)

※継続調査中

オ 極楽寺の千年ケヤキ(未指定)

カ 井出上神社のシイ(市指定天然記念物)

キ 大室公園のコナラ(市指定天然記念物)

(3) 調査者 片山委員

(4) 概要

樹木等7件の調査を実施。横室の大カ

ヤ、井出上神社のシイ、大室公園のコナ

ラについては、樹勢確認調査を行ない、

時沢の夫婦マツについては、県の文化財

パトロールの「腐食箇所あり」の報告を

受け確認調査を実施した。また、県指定

の樹木等の調査として、極楽寺の千年ケ

ヤキ及び児童文化ヤングーのシダレソメ

イヨシノの現況確認調査を実施し、梅花

藻については、桃ノ木川における分布状

況確認調査を行なった。
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(5) 調査データ

ア 横室の大カヤについて

所在地:前橋市富士見町横室 1023-1

指定月日:昭和 8年4月 13日(国指定天然記念物)

旧富士見村 目通り周計測値:約 7.3m(指定台帳)

約 8.2m(旧富士見村パンフレット)

調査結果

幹周り 849cm、樹高 22.5m、根回り 23.65m、枝張り東西 25.6m、南北 25.5m 

実(種子)の大きさの比較

期 日 22年11月9日 23年10月6日

測定数 78個 158個

長さ(cm) 最小~最大 1. 2"'-'2. 5 1. 2"'-'2. 4 

平 均 2.0 2. 0 

幅(cm) 最小~最大 0.4"'-'1. 3 o. 8"'-' 1. 3 
平 均 1. 1 1.0 

現状

樹勢回復工事等が昨年(平成 22年 11月)に行われた。樹勢回復工事では主幹の治療とし

て腐朽部の除去や殺菌剤の塗布などを実施した。土壌改良工事として、根本部分に盛り土と

土の固結対策として空気を注入した。また土壌改良剤と完熟堆肥を施した。混み合っていた

枝部分は日当たりと通風に配慮した枝切りも行われている。

これらの工事などの結果、通風や日当たりがよくなり、根本の土も柔らかくなっていた。

これら一連の工事などによる樹勢への影響は来年には表れてくるものと思われる。

所有者によれば、今年は昨年以上に実の付きが良いとのことで、非常に数多くの実が落ち

ていた。落下した実を無作為に拾って長さと幅を測定した。昨年と今年の結果を比較のため

表にして示した。実の長さと幅は同年ともほぼ同じであった。この結果は、実の付きが極端

に悪かったという一昨年(平成 21年)ともほぼ同じであった。

実の大きさは、所有者が保存していた平成 20年の長さは約 3cm、幅が約1.5cmであり、平

成 21年から急に小さくなったとのことである。実の大きさは樹勢を示すとするならば、昨年

に実施した樹勢回復工事等によって、来年の実の大きさは平成 20年以前と同様になるものと

期待される。

この横室の大カヤは樹齢 1000年以上と推定され、日本有数の巨木で国指定天然記念物であ

る。現在の樹勢は旺盛とみられるが、老木でもあり注意を払って保護を続けていくべきもの

と考える。

イ 時沢の夫婦マツ

所在地: 前橋市富士見町時沢 3164

県天然記念物

調査結果

aクロマツ: 幹周り 333cm、樹高 16.Om、根回り 11.76m、

枝張り 東西 11.8m、南北 12.8m 

bアカマツ: 幹周り 229cm、樹高 7.0m、根回り(根元周 2.8m)

枝張り 東西 6.40m、南北 4.75m 

円
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現状

aクロマツ: 先端は切除されているが、樹勢は旺盛で葉の付きも豊富である。

昨年、マツカレハの幼虫により食害を受けたとみられる枯れた枝が残っている。

しかし他の部分への広がりは見受けられない。

先端付近にサクラ類とみられる実生が付いて成長しており、この部分に腐りがあ

るとみられるので、腐りが進行しないよう実生は除去した方がよい。

bアカマツ: 平成 22年 3月 9日の雪害で枝が折れ、支柱が倒れたので現定と支柱

の修理が行われた。クロマツと同様に先端が切除されたこのアカマツは、切除部の

下に 1本のみの枝が垂れ下がって付いており、そこに支柱が設置されている。斜め

に傾いた幹の上部にあたる材部は腐っており、下部に残った樹皮部分でこのアカマ

ツは生きている。幹上部は腐りが進んで、、ところどころの材部はめくれあがってお

り、内部はすでに空洞化しているとみられる。

この腐ってめくれ上がった部分は、防腐剤を塗布するなどの処置が必要であろう。

アカマツに残されたわずか 1本の枝は、付いている葉の量からみてかなりの負担が

枝にかかっており、強風などの影響を強く受けるのではないかと懸念される。

クロマツに比べてアカマツの樹勢はかなり弱し、ものとみられる。

ゥ権法議

調査地: 前橋市荒牧町(天神橋)・下小出町(観音橋)・桂萱町(石関橋)

指定年月日: 未指定

調査結果:

a天神橋: 橋の上流部、下流部ともにパイカモの群落が流水中に点在していた。

昔は少し見られたが花は確認できなかった。水がやや濁っていた。

b観音橋: 橋の下流部にのみ、数多くのバイカモの群落が流水中に点在していた。

2m以上に生長している株が多く、開花も確認された。水がやや濁り、流水中に

は投げ込まれた自転車が数台点在し、それにゴミがからまっていた。

c石関橋: 橋の下にバイカモが 1株のみ確認された。水は濁りがなかった。

現状

桃ノ木川のパイカモは関根町の桃の木橋付近から、小屋原町の繁年橋まで分布している。

前橋市におけるパイカモの分布は桃ノ木川とその支流の佐久間川及び広瀬川とその支流の

端気川|である。

県内におけるパイカモの分布は利根・沼田地域や尾瀬地方及び吾妻郡など山間地であり、

水温の低い水が流れる河川のみである。

広瀬川|と桃ノ木川は田口町で分流するが、桃ノ木川|を流れる水のほとんど全ては広瀬)11か

ら供給されている(田口町と荒牧町の 2箇所で広瀬川の水が加わる)。この両河川を流れる

水は沼田市岩本町で、取水され、佐久発電所を経由して田口町に至るが、直射日光を受ける

機会が少なくて温まらずに流下する。桃ノ木川ではパイカモの生育する場所の水温は夏で、

も約 20
0Cである。

冷水域に生育し「清流のシンボル」と称されるこのバイカモが、市内を流れる広瀬川と

桃ノ木川などに生育していることを広く市民に知らせ、他に誇りうる貴重な存在であるこ

とを認識させることが必要であろう。
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エ 児童文化センターのシダレソメイヨシノ ※継続調査中

所在地: 前橋市西片貝町五丁目 児童文化センター敷地内

指定年月日: 未指定

調査結果:幹周り 225c m、樹高 11.5m、根回り 20.55m、

枝張り 東西 15.6m、南北 13.2m

現状

シダレソメイヨシノはオオシマザクラとシダレザクラ(エドヒガン)の種間雑種と考えら

れる栽培品種で、明治期から栽培されていたらしい。

児童文化センター敷地内には野生種や栽培品種を含む数多くの桜類が植えられている。こ

のシダレソメイヨシノは敷地内に 1本あり、意図的に植えられたものと推測される。枝ぶり

はシダレザクラのように枝垂れず、やや横に広がってから垂れ下がる。 開花時期や花の

形などはソメイヨシノとよく似ている。

本種が植栽されている場所は新宿御苑、昭和記念公園、奥多摩森林公園など比較的少ない

ようである。また県内に本種が植えられているという情報はなく、極めて珍しい。樹高は 5m

程度であまり大きくならないと記されているが(勝木 2004)、児童文化センターの株は 11.5m 

あるu 植えられている場所の約 2m西側には佐久間川が流れ、根の伸長は川の護岸で遮られて

おり、枝は川の上に垂れ下がっている。東側は広場になっているが、枝は切られており垂れ

下がりの枝はない。

シダレソメイヨシノとして保存するならば、東側の土地を十分に確保して、枝は樹種本来

の伸長と垂れ下がりを保証する必要がある。また、根際近くにキノコが出ている場所がある

ので、キノコは除去して腐りの進行を防ぐのが良い。

オ極楽寺の千年ケヤキ

所在地: 前橋市亀里町 604番地の 1 極楽寺

指定年月日: 未指定

調査結果

現状

幹周り 498cm、樹高 18.5cm、根回り 21.58m 

枝張り 東西 18.60m、南北 14.28m 

ケヤキは本堂の東南に位置し、根本に接する西側は浅い窪地で水が溜まっている。この窪

地の方向には根は見られず、南北と東に根が広がって伸びている。主幹は約 7m上部で切断さ

れており、そこから枝が広がって出ている。切断された部分から下の西側部分は根元まで腐

りが入っていると見られ、樹皮がめくれている。腐朽はかなり進んで、いるとみられ、西側の

根元付近にはキノコの生えていた跡があり、長さ約 1mのキノコが残っていた。また、切断さ

れた幹部分も腐りがあるようで、ケヤキとは異なる 2種以上の樹木の芽生えが伸びている。

檀家(故人)の轍密で克明に記された平成 6(1994)年 4月 8日付の日記によれば、切断

された主幹部の半径は 57cmと記されているので、切断面の幹周囲は 3m以上あったものと推

定される。またこのとき切断面の中心部は腐朽していたので、計測可能な周辺部の年輪数と

その長さとの比から求めた推定年輪数は 627であったと記録されている。また地面から1.5m 

の幹周りを測定し 453cmであったと記し、幹上部切断面の半径と年輪数を基礎にして計算し

このケヤキの年齢を 793年と算出している。

この檀家が得た年輪数や高さ1.5mの幹周りを基準にすれば、調査で得られた幹周り 498cm

の値からこのケヤキの年齢は約 1000年とみても大きな差はないと推定される。

このような古木の場合、材の部分が腐朽して失われていることが多く、切り口で年輪を直

接に計測できる例は少ないと思われる。この「千年ケヤキ」の場合は、推定であっても直接
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に切断面の年輸を数え、その材の長さの比から計算した数値は貴重である。切断されている

部分の腐朽防止などで手を加える際に、年輪が計測できる機会があれば、より具体的な資料

が得られるものと思われる。いずれにせよ、現在、切断された部分とその下部(幹の西側部

分)の腐朽防止は早めに具体的な対策をとる必要があろう。

カ 井出上神社のシイ

所在地: 前橋市飯土井町甲 1 井出上神社境内

指定年月日: 平成 12年 4月 12日

調査

日が陰り、測定器具の使用が困難なため、現状を目視により調査を行った。

現状

樹木は、外観上、旺盛で多量な葉を付けている。主幹が中央部で枯れており大きな

キノコが付着している。このキノコは、腐朽進行を抑えるため、早めに除去した方が

ょいと思われる。

毎年、数多くの実(種子)を生産しているようで周囲には実生がある。また西側の

空き地や小さな岡にはこのシイに匹敵する高さに生長した(子)シイがある。

キ 大室公園のコナラ

所在地. 前橋市西大室町 2545 (大室公園)

指定年月日. 平成 23年 6月 8日

現状

現状を目視調査した。枯れ枝が樹下の通路上にあり、落下による危険防止のため

撤去が必要で、ある。主幹と思われる先端部が折れているのが確認された。

根元付近にはカミキリムシ類と思われる搾孔痕がみられた。また樹幹には土で覆わ

れたアリの通路があり。アリや卵がその中に確認された。

コナラの樹勢は旺盛で、葉を十分に茂らせており、数多くの実(種子)も付けてい

た。

大室公園のコナラの実(どんぐり)
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3 建造物調査

(1) 日時

(2) 調査対象物件

(3) 調査者

(4) 概要

平成 23年 10月 18日(火)

ア大興寺本堂

イ 二宮神社社地内建造物

村田委員

大興寺本堂の調査では、過年度(昭和 60年度)

に建造物調査が行なわれたが、再度視点を変えて

状況確認調査を行なった。二宮神社地内物調査で

は、本殿及び十二天(現社務所の一部)を中心に

文化財としての価値を判断するための基礎的資料

を得ることを目的として調査を実施した。

4 市内文化財調査

(1)日時

(2) 調査対象物件

平成 23年 10月 21日(金)

ア 上泉の獅子舞(市指定有形民俗文化財)

イ 石灯龍(市指定重要文化財)

大興寺本堂にて

ウ 二之宮の式三番聖(市指定有形民俗文化財)

(3) 調査者

(4) 概要

エ 鉄錆六十二間筋兜黒漆浅葱素懸威最上伍枚胴具足

梅津会長、阿久津委員、井上委員、片山委員、村田委員

上泉の獅子舞及び二之官の式三番曳の調査

では、現在の指定種別(有形民俗文化財)を

無形民俗文化財へ修正すること前提として、

民俗調査を実施した。

石灯龍については、市が実施した耐震補強

工事の完了確認調査を実施。

未指定の文化財の調査として、過日、市が

購入した松平大和守家に由来する「鉄錆六十

二間筋兜黒漆塗浅葱素懸威最上伍枚胴具足」

については、文化財としての価値を判断する

ための基礎的資料を得ることを目的として調

査を実施した。

5 建造物調査(大輿寺本堂再調査) ※継続調査中

(1)日時

(2) 調査対象物件

(3) 調査者

(4) 概要

平成 23年 12月 5日(月)

大興寺本堂

村田委員

前回行なわれた調査の結果、おおよその建築時

期や建物の様子が判明した。本調査は、さらに内

容を進め、詳細な痕跡調査を実施し、建物の性質

や原形をさぐるための資料およびデータ収集を行

なった。
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二宮神社での調査風景

大興寺再調査の様子



第2章 新指定の文化財・種別の修正

1 新指定文化財

前橋市指定重要文化財

指定年月日

所在地

所有者及び管理者

概 要

前橋領主松平大和守家の甲胃〔表紙写真〕

平成 24年 3月 15日

前橋市岩神町三丁目 1番 1号

前橋市総合教育プラザ

前橋市

てっさぴろくじゅうにけんすじかぶとくろうるしあさぎすがけおどしもがみごまいどうぐそく

「前橋市所有の甲胃(鉄錆六十 二間筋兜黒漆浅葱素懸威最上伍枚胴具足)Jについて

は、天保 14年(1 8 4 3年) 5月 25日条 W)11越記録j)(松平家記録 191冊)に藤枝政右衛
門(英一)宛に川越藩武具方奉行より藩御用向として「右者武具方御用向之儀、武具方奉行ヨ

リ申聞候旨・・・云々」と申し渡しがなされている。藤枝政右衛門(英一)は川越藩のお抱え鉄砲

鍛冶であり、特に上職人とされ、刀鍛冶としても「王鱗子j の号を持つ職人で、弟子皆伝書に

は、「細工器用ニシテ何デモコシラエル」とある。藩における地位は上職人であり、天保 11年

には藩主斉典に直接鍛刀の技術を指導したことにより、小役人格を申し付けられている。天保

1 4年 9月朔日条 (W松平家記録 191冊』、川越記録)には、藤枝政右衛門より藩の御小納戸
方へ「右者大小一腰、御具足御胴ーツ出来候様Jと報告されている。

本甲胃に付属する天保 14年(1 8 4 3年)孟秋付けの「御具足目録」には「川越候の命ず

るところ」とあり、ここでいう)11越候とは「斉典」と推察できる。このことは前述の『川越記

録 191冊』の天保 14年 5月、同 9月朔日の記事に合致する。この記事には甲胃一式の作

者の名前は出てこないが、甲胃に付随する目録にある甲胃の製作者「明珍紀宗保」は、当時、

著名な甲胃師として世に知られており、藤枝政右衛門から、著名な甲胃師に発注しているとも

考えられる。甲胃の兜、面頬、当世袖、 l喉輪、胴など小板にはすべてに「明珍紀宗保」の文字

が刻まれている。

松平大和守家は、徳川|家康の次男の結城秀康の 5男、直基を祖とし、大和守を受任したこと

から始まる。 5代松平朝矩が寛延 2年(1 7 4 9年)姫路から前橋に移封されたことにより、

前橋藩を継ぐが、前橋城は利根川の浸食を受け、二の丸に移した本丸さへも保つことができな

くなり、朝矩は川越へ移ってしまう。その為、以後、前橋は)11越藩の前橋分領として陣屋支配

をうけることになるが、町方としての格が残され、その後も『前橋祇園祭礼絵巻(文政 11年)j)

に見られるような華やかな町人文化が育まれていくことになる。

慶応 3 (1867)年、 11代松平直克が前橋城を再築し、再入城を果たす。その際、前橋

の町民が藩主を迎えるにあたって再築前橋城の費用を負担するなど、前橋と松平氏との関係の

深さが窺える。その様子は「前橋藩松平家記録 御再築城別記録Jにおいても知ることが出来

る。

本甲胃が製作された時の藩主は、松平斉典である。斉典は前橋が川越藩の分領となった時代

の藩主(在任期間 1826年------1849年)である。斉典は、天保6 (1835)年の時の将

のりつね

軍 徳川家斉より一宇を賜って旧名を矩典から「斉典jへと改名している。また、それより前、

文政 10 (1827)年には、将軍家斉の 24男「斉省(紀五郎)Jを養子に迎えいれることに

より幕府への急速な接近策をとると共に内政的にも財政再建に励み、農村復興に取り組む一方、

文武両道を奨励し、藩校「講学所」を開講 (18 2 7年)するなど名君といわれた人物である。

川越市に現存する「本丸御殿J(1848年)なども斉典によって建てられたものである。

特筆すべき事として、斉典の時より御紋に「三つ葉葵」を使うようになった。本甲胃にも、

随所に「三つ葉葵Jが使われており、御家門の甲胃としての豪華さが窺える。斉典自身は、前

橋分領時代の藩主ということで、前橋との地縁はやや薄いが、当時、前橋分領が重要な財政基
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盤であったことから勧農役所の設置、永続金制度を行なうなど興農政策に努め「糸の町前橋」

の基盤はこの藩主の代になったとも言え、その治政上の業績は大きい。

このようなことから、松平大和守家は、現代までの前橋の歴史を語る上で大変に重要な位置

を占めている。

[指定理由】

本市の近世の歴史を辿る上で、重要な存在である「松平大和守家Jに由来するものであり、

保存状態、製作の精妙、豪華さは大名所用甲胃の姿をよく伝えている。

本市が所有している松平家関係の資料と共に前橋市の基礎ともなる近世前橋藩を伝える重要な

歴史的資料である。

2 市指定文化財の種別及び名称の修正について

(1) 概要

「上泉の獅子舞」及び「二之官の式三番盟 附伝授書」は共に、昭和45年 2月 10日に市

指定有形民俗文化財として指定された。前者は「獅子頭」が指定になり、後者は「伝授書J

が指定を受ける形となった。しかしながら実際には、上泉の獅子舞も三番曳も「舞の部分J

が当該文化財の活動の中心であり、上泉の獅子舞はこの獅子頭を用い、式三番盟の舞は「伝

授書j に記されている内容を形として演じているわけである。

こうした現状を受け、民俗芸能としての文化財的価値の再確認を行い、指定種別及び指定

名称の整合性を検討することとなり、平成 23年 10月 21日、前橋市文化財調査委員 5名

全員による、芸能の伝承の状況、由緒・来歴、保存組織の確認等の調査が行なわれた。

調査の結果、全会一致で種別及び名称の修正が適当としづ判断がなされ、最終的に平成2

4年 2月3日に開催された文化財調査委員会議において、報告し承認された。

今回の修正は物件の指定ではなく、すでに指定された物件の修正であるため、前橋

市教育委員会教育長に対する事務委任規則第 2条に基づき教育長決裁により修正を

行うものとし、教育委員会へはその旨の報告後、修正後の指定書の再交付をもって新種

別・名称に指定されているものとした。

(2) 対象物件

①名 称上泉の獅子舞

指定年月日及び指定種別 昭和 45年 2月 10日指定市指定重要有形民俗文化財

所 在 地前橋市上泉町271 諏訪神社

管理者及び所有者上泉獅子舞保存会

②名 称二之官の式三番望附伝授書

指定年月日及び指定種別 昭和 45年 2月 10日指定市指定重要有形民俗文化財

所 在 地前橋市二之宮町886番地二宮赤城神社

管理者及び所有者二宮赤城神社

(3) 修正後の種別及び名称

①旧名称「上泉の獅子舞J

旧種別「有形民俗文化財」

②旧名称「二之官の式三番盟

旧種別「有形民俗文化財j

→新名称「上泉の獅子舞附獅子頭三点」

→ 新種別「無形民俗文化財j

附伝授書」→ 新名称 「名称は変更なし!

→ 新種別 「無形民俗文化財J
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第3章文化財保護事業

1 保護管理運営事業

(1) 固有文化財管理

文部科学省(文化庁)が所有する、固有文化財、

天川二子山古墳と総社二子山古墳の2箇所につ

いて、自治会役員等を固有文化財看視人として

委託し、見回り看視、清掃等の日常管理を実施

した。また、同古墳の除草等については、天川|

二子山古墳は前橋市、ンノレバー人材センターに業

務委託し、総社二子山古墳は地元の総社地区史

跡愛存会に業務委託のうえ、 6月下旬と 9月の

計2回実施した。

総杜二子山古墳除草作業

(2) 国・県・市指定文化財管理

今年度実施した市指定文化財の種別及び名

称の修正による種別間の文化財異動と新指定

を加えた平成24年3月末日現在の指定文化

財の数は、以下一覧表の通りである。

指定名称 国指定
県 市

合計
指定 指定

重要文化財 5 40 138 183 

史 跡 11 12 45 68 

無形文化財 。 。。 。
有形民俗文化財 。 。23 23 

無形民俗文化財 。 2 21 23 

天然 記念物 2 3 13 18 

名 勝 。 。 1 
え口き、 計 18 58 210 316 

登録有形文化財 21 ~ / 21 

登録有形民俗文 1V V 化財

重要美術品 8 ~ / 8 

① 史跡等の除草及び竹片付け

市が管理する史跡等について、地元自治会、シ

ルバ一人材センター及び業者に委託し、環境美化

に努めた。

除草業務一覧表

史跡名 区分 所在地
除草部制
(rrI) 

亀塚山古墳 市指定 山王町 1-28-3 4，968 

2 金冠塚古墳 市指定 山王町 1-13-3 4，814 

3 今井神社古墳 市指定 今井町818 4，624 

4 草橋門跡 市指定 大手町2-5-3 750 

5 天神山古墳 県指定 広瀬町一丁目 27-7 730 

6 八幡山古墳 国指定 朝倉町四丁目 9-3 20，000 

7 蛇穴山古墳隣接地 国指定 総社町総社 1587-2 5，674 

8 宝刀山古墳 国指定 総社間I裕社1606 2，204 

9 女堀 国指定
富田 ・東大室・一之

59，986 
宮・飯土井他

10 不二山古境 市指定 文京町三丁目 151-6 1，142 

11 荒砥不二山古墳 県指定 西大室町813-2他 2， 700 

12 大胡城跡 県指定 2河』原，~.IîI斜浜町地660ー1 24，934 
660-31. 32 3， 700 

13 堀越古墳 県指定 堀越町861-1 582 

14 大日塚古墳 市指定 五代町214 1， 124 

15 総事土古墳隣後地 総社植野365-2 792 

138， 724 

0国指定史跡女堀二之宮町353-2地内の竹片付け
実施期間 23 年 5 月 10 日 ~6 月 17 日

実施場所女堀東沼 1， 680 rrf 

竹処理の様子

処理後
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②樹木管理

大胡城跡他樹木選定及び伐採管理を行った。

勇定10本伐採29本

天川二子古墳樹木伐採2本

宝塔山古墳枯損木1本

前二子他樹木管理業務13本伐採

樹木女堀伐採業務9本伐採

③ その他の環境整備

イ.市が管理している史跡等について、職員の見

廻り巡視を行い、見学路・景観確保のためゴミ

拾いとともに、折枝や枯木の発見に努めた。

ロ.市が直接管理する国指定史跡4ヶ所の樹木に

発生する害虫アメリカシロヒトリの防除を行な

うため、オルトランカフ。セノレ(樹木注入型殺虫

剤)の樹幹注入を職員により実施した。

(イ)実施日平成23年6月 17、20日(金、月)

(ロ)実施場所 ①天川二子山古墳 ②総社二子

山古墳 ③宝塔山古墳 ④蛇穴山古墳

(ハ)樹木本数 81本(四ヶ所合計)

ハ.市が管理している、国指定史跡の女堀二之官

町地区の急傾斜を除く東沼・西沼全体に生えて

いる竹に竹稗注入を行い竹の枯渇を計った。

(イ)実施日 9月 13日"-'9月15日(3日間)

(ロ)実施場所国指定史跡女堀二之宮町地区

竹稗注入本数およそ 500本。

ニ、本年は、ススメパチが異常発生をしたため、

八幡山古墳他7件の駆除を行った。

(3) 文化財の保護

① 文化財パトロール

市内を 10地区に分け、各地区に文化財保謹指

導員を配置して、指定文化財の管理状況の把握に

努めた。報告は月 1度書類の提出をお願し、し、そ

の報告の内容により、除草や倒木や説明板等の対

処をした。また、その報告書は、文化財の状況を

ABCDで評価してもらい具体的に分かるように

している。

平成23年度は、文化財保護指導員・担当地区

とも変更なかった。

第一回会議の様子
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第1回会議は、 4月27日(水)に行ったO 平

成23年度事業概要や平成24年度事業計画及び

平成23年度文化財パトロール報告のまとめを報

告し、説明板の破損状況や文化財の管理状況・樹

木の伐採など文化財保護の率直な意見交換をした。

そして、文化財保護指導員の資質の向上を図るた

めに、 11月25日(金)情報交換会を開催した。

4月から 10月まで、のパトロール報告や保護指

導員が常々感じている事や至急やってもらいたい

事などの意見が出た。その後、現地見学を行い2

3年度の元総社町蒼海地区発掘現場を視察しを行

い、指導員の知識習得に多大な成果を収めること

ができた。

現地見学の様子

②文化財防火訓練及び防火査察

ア防火査察

第58回文化財防火デにより、 40件の

文化財査察対象物に対して9Ji泊編成を組み、

前橋市消防局(各消防署)及び(欄東京電力等と

協力して、合同立入査察を実施した。

査察の様子

O平成24年1月23日(月)

( 1班中央消防署 :4施設 9:30"-') 

東照宮前橋藩松平家奉納装束一式、八幡宮

文書(一巻九通)・伯牙弾琴鏡、臨江閣本館・

茶室・別館、典籍前橋藩松平家記録(404冊)・

酒井家資料(129点)前橋祇園祭礼絵巻(二

巻)(市立図書甜)、神明宮の甲胃・奈良三彩

(8班北消防署:3施設 9:30"-') 

日輪寺寛永の絵馬他、前橋藩家老小河原左宮



の甲胃付旗差物、善勝寺鉄造阿弥陀如来坐像

(2班中央消防署 5施設 13: 30~) 

東福寺鰐口、松平藩主画像他一件、旧蚕糸

試験場事務棟、上泉郷蔵附上泉文書・上泉の

獅子舞、石造薬師三尊立像(宝禅寺)

(9班白川分署 :5施設 13:30~) 

横室の歌舞伎衣装、珊瑚寺の板碑と多宝塔、

時津の仁王と多宝塔、萩林庵の阿弥陀像、原

西の阿弥陀像

O平成23年1月24日(火)
(3班東消防署:6施設 9・3O~) 

旧諏訪神社の宝物・堀越掛舞台下座一対(金蔵

院)、五十山薬師如来十二神将(堀越町堀下自

治会)、大胡神社の算額他、阿久沢家住宅、金

剛寺十一面観音木像他、諏訪神社歌舞伎舞台他

(4班東消防署:5施設 13: 30~) 

諏訪神社狂歌合の額他、 三夜沢赤城神社本

殿内宮殿他、近戸神社御興地、三番史かしら

対附属古文書(前橋市)、木造十一面観音立像

(室沢自治会)

0平成23年1月25日(水)
(6班南消防署:2施設 9 : 3 O~) 

円満寺薬師如来座像・円満寺石造阿弥陀三尊

坐像、円満寺薬師如来座像・円満寺石造阿弥

陀三尊坐像、

(5班西消防署 :4施設 3 : 3 O~) 

上野総社神社本殿他、徳蔵寺懸仏・麻本著色

両界曇茶羅一対、大徳寺総門・多宝塔、光巌

寺薬医門・打敷・油単並びに幡

( 7班南消防署 :6施設 9 : 3 O~) 

旧関根家住宅、無量寿寺地蔵菩薩立像・無量

寿寺十一面観世音立像、 二宮赤城神私絵馬・

党鐘・納曽利面、産泰神社本殿・幣殿拝殿神

門及び境内地他、慈照院千手観音座像、円満

寺薬師如来座像・円満寺石造阿弥陀三尊坐像、

旧アメリカンボード宣教師館(共愛学園)

イ 文化財防火訓練

粕川町月田にある「近戸神社」で参拝者による、

タバコの投捨てにより裏山から出火、宮司が火

災を発見し119番通報をするとともに社務所

にいた氏子らと懸命な初期消火活動を行うが拝

殿への延焼に延焼拡大したもの。さらに、神輿

(市指定重要文化財)が保管されている社務所

まで、延焼危険が迫っているため、消防隊と共に

総力で神輿の搬出を行う。初期消火活動中に2

名の負傷者が発生したものを想定した防火演習

で、車両12台総勢97名が参加し中継送水・

放水訓練を行し、延焼拡大防止司11練に望んだ。さ

らに猛火から負傷者の救出演習、担架に載せて

1
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病院へ搬送する実際さながらの訓練も披露され

た。

0平成24年1月29日(日)

午前 10時00分から午前11時00分まで

会場:前橋市粕川町月田 1261番地

「近戸神社I

指定物件

①市指定文化財近戸神輿 計1件

参加機関

前橋市消防局、東消防署、南消防署、中

央消防署高度救助隊、前橋市消防団第5

方面団、文化財保護課、近戸神社 (演

習参加者97名)

防火訓練の様子

③寄付の受入

平成23年度は、以下6件の貴重な文化財資

料等を受け入れた。

0刀剣(古刀脇差:無銘〔直江志津))

O米粉製造機(米ミノレ)他

0雛人形五段飾り一式(大正初期)

O曹洞宗柳原山源英寺仰燈録 5冊

。竹まぶし織機及び繰糸鍋

0軍衣一式

刀剣(古刀脇差:無銘〔直江志津)) 

④刀剣の製作承認

市内在住の高橋恒厳氏から 2口(太刀 l、

刀1)の承認申請があり、すべてを承認した。

承認後は県公安委員会及び県教育委員会文

化財保護課へ、承認した旨を通知した。



⑤刀剣の手入れ

本市が寄附受入を行った刀剣を、良好な状

態で保存するため、専門的な技術者による手

入れを行っている。今年度も例年通り、 9月

と2月の2回実施した。

対象刀剣類は7種52口。今年度は、錆の

あるものなど、日IJ途委託を要するものは見受

けられなかった。

刀剣手入れの様子

⑤ 市内所在の文化財の異動

今年度の異動は県重文3件が指定解除、市

重文2件が県重文へ格上げ、国登録有形(建

造物) 1件が登録抹消となったO

詳細は以下一覧の通り。

種目IJ 名称 内容

県重 刀無銘 指定解除

(伝元重)一口 (日23.9.20イ寸)

県重 刀銘土佐藩工佐 指定解除

行秀造之一口 (H23. 9. 20 イ寸)

県重 短刀銘源左衛門 指定解除

尉信国一口 (H23. 9. 20付)

市重 県重へ格上げ

典籍前橋藩 (H24. 3. 23付)

松平家記録 新名称「前橋滞松平

大和守家記録J

市重 県重へ格上げ

松平藩主画像 (H24. 3. 23 イ寸)

新名称「松平大和守

家歴代藩主画像

附その他画像10幅I

登録 旧麻屋呉服匝 登録抹消

百舗 (H24. 2. 7付)

12 

⑥指定文化財の現状変更について

今年度の現状変更は、市指定文化財が3件、

県指定文化財が l件で、あった。

詳細は一覧の通り。

種目リ 名称 内容

市重 石灯龍 東日本大震災によ

り被災した墓石の

修復及び耐震補強

工事

市重 おびんづる様 移設工事

市史 前橋藩主酒井氏 東日本大震災によ

歴代墓地 り被災した墓石の

修復

県天 時沢の夫婦マツ 強風により折損し

た部分の復旧及び

銅製支柱の設置改

h室

⑦阿久沢家住宅について

平成22年度末に管理責任者に選任されたこ

とから、今年度より阿久沢家住宅を守る会に管

理を委託した。

また、 24 年度での買い上げの司さ~1fJとして土地

の不動産鑑定評価や、平面・用地測量を行った。

阿久沢家住宅

(4) 前橋市蚕糸記念館の管理・活用

県指定重要文化財である旧蚕糸試験場事務棟を

敷島公園のこの場所に解体移築し、昭和57年4

月に前橋市蚕糸記念館として一両知b閉した。 日常
管理を前橋市シノレバー人材センターに委託し、見

学者の受付と館内外の清掃を行っている。このほ

かに管理業務では、消防設備保守点検、樋及び周

辺清掃業務を委託している。

建物内に4つの展示室(①開所当時の様子を示



す資料②はき立てから繭出荷までの養蚕具③上川|

座榔告をはじめとして製糸業に用いる用具号制戒④

機織り機や養蚕信仰の資料)を設けて資料を展示

し、蚕糸業とともに歩んで、きた前橋の近代化を偲

ぶ記念館として公開している。

本年度は、春のパラフェスタが東日本大震災の

影響で中止となったが、パラフェスタが観光パス

のツアーコースに入っているため、春のパラフェ

スタは中止となってもゴーノレデンウィークから団

体客が多数来館し、 7，261人の見学者があっ

た。また、バラフェスタの期間中富岡製糸場世界

遺産伝道師協会の協力を得て島操り体験コーナー

を設けている。今年は穂積の開花が例年よりかな

り遅く震災の影響でパラフェスタが中止となった

ため、毎年やっている庇繰り体験コーナーを4回

のところを3回で、行ったO 秋のパラフェスタは予

定通り行われたため、例年通り 3回行った。春・

秋合わせて195人が酎鼎り体験を楽しみ、白分

で挽いて採った糸はお土産としてプレゼントした。

また、今年は伝道師協会により桑の木細工教室が

行われ、例年になく来場者に喜ばれ、 323人が

桑の木の木工細工に挑んでいた。パラフェスタで

は、いろいろなイベント行われており、その 1っ
として来場者は存分に楽しんで、いる。

平成23年度はパンフレットを3，000部増

刷した。

座練り体験の様子

(5)総社資料館の管理・活用

平成23年度の開館日数は 197日、来館

者数は5，536人で、あった。東日本大震災の

影響で北蔵の壁が一部崩落し、 5月いっぱい休

館を余儀なくされたが修理後の6月から開館す

ることができた。あわせて緊急時の避難マニュ

アルも作成し、説明員に周知した。来館者は開

催年より引き続き同水準で、微増した昨年度よ

りも若干 (100名程度)増やすことができた。

来館者の中心は小学校による学校単位での利用

によるもので、天狗岩用水や昔の道具の学習、

さらには古墳の見学を目的として、 4，068 
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人が訪れた。また市外小学校からの見学申込み

もあり、周知度が増してきていることが窺える。

秋元歴史まつりでは、同実行委員会により、

館林市所蔵の秋元氏関連の品々が展示された。

また今回も昨年に引き続き、富岡製糸場世界遺

産伝導師協会の協力で「座繰り体験教室」も実

施し、大変好評で、あった。今回は武者行列が予

定された(当日途中で中止)ため、鎧の試着体

験と記念撮影、総社地区史跡巡りは行われなか

った。

3月には説明員研修を実施した。今回は近隣

ではあるが、高崎市の文化財や関連施設を改め

て学ぶ機会とし、高崎市歴史民俗資料館・滝の

慈眼寺・観音山古墳・観音塚考古資料館・観音

塚古墳・かみつけの里博物館と保渡田古墳群・

上野国分寺跡を見学した。民具や古墳に関わる

展示・解説は、総社資料館での説明にも関連が

あるので、参考にできる点が多かったと思われ

る。

当年度より小学3年生の民具関連の見学が増

えたことから、西倉の展示品の整理やキャフoシ

ョン等の充実が、次年度の課題となっている。

また、学校への周知や資料館への来館者用に

パンフレットを用意しているが、今回は総社公

民館や駐車場の移転・変更等を反映した上、1000

部増刷した。

秋元まつり特別展示

説明員研修視察(高崎市観音塚古墳)



(6) 前橋市粕川歴史民俗資料館の管理・活用

粕川歴史民族資料館は、大胡、宮城、粕川地区

などの赤城南麓地域の歴史や民俗が学習できる施

設として活用している。今年度は2回の企画展を

開催し多くの市民に関心を持っていただくことを

ねらった。開館日数は 169日入場者数合計 1，565

人を数えた。

企画展の様子

企画展概要

①「まやはしj の時代前橋の中世遺跡一

期間 4/29~8/31

前橋の中世遺跡に注目し、発掘された資料

をもとに、 Iまやはしjと呼ばれた時期の前橋

地域の一面を紹介する。

②「前橋祇園祭礼絵巻と前橋藩松平家j

期間 10/8~24/ 1/29 

粕川歴史民俗資料館では秋季企画展として、

市指定重要文化財「前橋祇園祭礼絵巻」や、

この度新たに市の所蔵となった松平家由来の

甲胃など、前橋藩松平家に関わる資料を展示

しています。近世以降の前橋の魅力と歴史に

ついて概観することができます。

t.;:;;j・"

(7)前橋市粕川出土文化財管理センターの

管理・活用

施設は無人となった。

施設内の警備保障、昇降機、浄化糟点検等は、

業務委託により引き続き管理を行っている。

(8) 大室公園史跡の管理・活用

一般公開している大室古墳群について、史跡の

日常管理を行うにあたり、石室入口の鍵開聞や出

土遺物を復元展示した史跡の保守・点検・清掃等

を行う者を地元から選出して、史跡管理業務を委

託した。

群馬県内外から多くの見学者が訪れる公園内の

古墳群であることから、市民ボランティア「古墳

の語り部」が史跡案内等を行なっている。

6月 13日に開催された大室イベントでは、富岡

製糸場世界遺産伝道師協会伝道師による座繰の体

験を行い、多くの参加者を集めた。

(イ)管理業務実施日は以下のとおりである。

4月から 11月まで:月曜日を除く毎日。

12月から 3月まで:士・日・祝日。

前二子、後二子石室鍵開け午前9: 00 

前二子、後二子石室鍵閉め午後4:00 

(ロ)点検場所

1.前二子古墳 2.中二子古墳 3.後二子古墳

4.付小古墳

※清掃は石室開閉時に実施している。

(ハ)年末年始休業

12月 27日(月)から 1月4日(火)まで

(9) 大室公園民家園の管理・活用

保存会とし、う地元の組

織に管理運営を委託し

ている。
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平成23年度開館日数は237日、民家園来園者数

は記帳者の確認だけで 2，555人となっている。 6

月 13日に開催された大室イベントではスタンプ

ラリーの会場とともに、ふかし鰻頭の体験会場が

開催された。

ふかし鰻頭体験の様子

また、古墳の語り部による勾玉作りが、 8月 6

日(士)開催されおよそ 30人が参加した。

(10) 臨江閣の管理・活用

平成20年度から臨江閣の管理活用は、生涯学

習課から文化財保謹課へ替わった。それまで臨江

閣は中央公民館の別館として利用されていた。明

治時代に建てられ指定文化財になっている建物の

保護と文化財としての普及活用を主眼としたため、

所管換えが行われた。

日常管理については、管理人を2名常駐させ、

館内外の清掃と見学者の受付を行った。この管理

人は、前橋市シルバー人材センターへ委託した。こ

のほかに管理業務の委託では、機械普姉業務、消

防設備保守点検、雨樋及び屋根清掃を業者委託し

た。なお、庭内の樹木は、一括管理が効率的判断

し、公園管理事務所へ管理の依頼をしている。

また、管理人・消防設備点検業者・消防署を呼

んで9月と 3月には消防訓練を行っている。

施設の活用では、展示室では「前橋空襲と都市

の復興j を開催している。

今年は東日本大震災の影響で、 4月・ 5月のイ

ベントはほとんどが中止となった。例年なら4月

となると 3月とは打って変わってお茶会等の色々

なイベントが目白押しに開催しているが4月は0

件で5月も 3件ほどだった。市主催の見学会が中

止になるなど団体見学も減少した。 9月の秋以降

はお茶会等を中心にお香の会や百人一首大会や講

演会と演奏会、また、今年はアート展も 3回開催
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消防訓練の様子

された。変わったところでは日本舞踊教室の発表

会も行われたりした。

見学会も秋以降は増え学校関係の学習見学や各

種団体の視察見学が頻繁にあった。結婚衣装・七

五参・成人式の衣装を着ての掘影が結婚企画会社

や写真館の記念撮影会、雑誌・企画会社等の撮影

は1年通して変わらず利用された。今年は結婚企

画会杜や写真館の記念撮影が撮影場所として広ま

っているのか昨年に比べるとかなり増えた。

2 . 3月には、市民の寄贈による雛人形を展示

し好評を博した。最後に臨江閣への平成23年度

の入場者数であるが、団体利用や観光に力を入れ

ているが、震災の影響もあり見学・利用など、 1

8，039人で昨年より 1，000人ほど減った。

保全修理では、別館と茶室が地震により壁が落

ちるなど多少の被害があったが、大きな被害はな

かった。そのほか本館と別館と茶室の屋根や戸や

樋の補修工事を行ったo 本館の玄関脇の土台改修

も行い施設の保全に努めた。パンフレットについ

ては4，000部増刷した。

雛人形の展示



2 整備事業

(1) 前橋市史跡整備委員会

平成18年度の発足以来、前橋市内の史跡駒市に

関して6年にわたる検討を重ねてきた。本年度は

その結果を提言書としてまとめ、提出した。

① 第9回前橋市史跡些備委員会

ア開催日及び会場平成23年7月15日

前橋市総合福祉会館第2会議室

イ 出席者峰岸顧問、阿久津委員長、右島副

委員長、小島委員、飯森委員、管理

部長、事務局(文化財保謹課)

ウ 内容事務局より提言書案を提示し、その

内容について協議・検討を加えた。

② 第10回前橋市史跡整備委員会

ア開催日及び会場平成24年2月17日

前橋市役所3階 32会議室

イ 出席者峰岸顧問、阿久津委員長、右島副

委員長、小島委員、飯森委員、教育

長、管理部長、事務局(文化財保暫

課)

ウ 内容事務局より提言書案(修正版)を提

示し、その内容について修正を加え

て、提言書を作成した。

③ 前橋市史跡整備委員会提言書提出

ア開催日及び会場平成24年2月17日

前橋市役所3階 32会議室

イ 出席者峰岸顧問、阿久津委員長、右島副

委員長、小島委員、飯森委員、教育

長、管理部長、 事務局(文化財保護

課)

ウ 内容第10目前橋市史跡整備委員会終了後

に、阿久津委員長から教育長に提言

書の提出があった。

(2) 臨江閣整備活用検討委員会

平成23年度において本市を代表する近代和風

建造物である臨江閣の末永い保存・活用を図るた

め、その盤備及び、活用について検討・協議を行い、

耕地等を抽出し、今後の整備等に向けた基本的な

考え方をまとめる。

①第1回前橋市江閣整備活用検討委員会

ア開催日及び会場平成23年6月29日

臨江閣別館南側和室

イ出席者

く委員〉村田委員、清水委員、千木良委員(代

理出席長谷川昇)、驚藤総務課、中西教育

施設課長

〈事務局〉文化則・保誰課

くその他〉総務課:高橋課長補佐、戸嶋主任

円。
寸
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教育施設課:鈴木主任

ウ 内容事務局より臨江閣の概要、工事履歴、

利用状況、課題等を説明し、その内

容について協議・検討を行った。

主な意見

・施設の改修(雨漏り・本館の戸の開閉・

文化財の活用・給湯施設・耐震補強

-設備について(冷暖房について・省エネ

照明器具

-その他(二階大広間・前橋公園側からの

出入り・使用料の徴収・庭園内の小)11に

ついて・ライトアップについて・雛人形

の飾り付けについて)

②第2目前橋市江閣樹首活用検討委員会

ア開催日及び会場平成23年8月31日

臨江閣別館南側和室

イ出席者

く委員〉 村田委員、清水委員、千木良委員、

驚藤総務課長、中西教育施設課長、

く事務局〉文化財保護課

くその他〉総務課:高橋課長補佐、戸嶋主任

教育施設課:鈴木主任

ウ 内容事務局より第1回委員会会議の協

議内容確認後、前橋観光ボランテ

イア会・前橋茶道会で意見を取り

まとめしておいてもらいその内

容について協議・検討を加えた。

主な意見

-臨江閣の使い勝手について0

.工事予定について

臨江閣での検討委員会

(3) 前橋市臨江閣整備委員会

臨江閣を末永く保存整備し、積極的な利活

用を図っていかなければならない。そのため、

本市を代表する近代和風建造物で、ある臨江閣

の整備について、文化財保護、建造物調査、整

備工事等の専門的な見地から検討し、及び協議

を行う。

① 第1目前橋市江閣整備委員会

ア開催日及び会場平成23年10月27日

臨江閣別館南側和室



イ 出席者

く委員〉梅沢委員長、村田委員、松野委員、

樽井委員、(オブザーパー)群馬県文

化財保護課飯塚文化財活用係長

く事務局〉田中管理部長、中西教育施設課長、

公園管理事務所上野維持管理係長、

文化財保護課

ウ 内容事務局より経緯、整備内容、事業計

画、今後の委員会の予定を説明し、そ

の内容について協議・検討を行ったo

主な意見

・コンサルの選び方

.而打益構造等について

-工事現場説明会、ホームページに委員会

報告を載せる。

②前橋市江閣整備委員会による臨江閣別館

内部調査

ア開催日及び会場平成23年11月23日

臨?工閣l.liJ官官

イ出席者

く委員〉村田委員、松野委員、内田委員

く事務局〉文化財保護課

ウ 内容別館屋根裏に入り内部の老朽化等の

現状把握や耐震補強の方策に関連

して内部構造の確認、を行ったo

別館での調査

③第2回前橋市江閣整備委員会

ア開催日及び会場平成24年2月21日

中央公民館56学習室

イ出席者

く委員〉梅沢委員長、村田委員、松野委員、

樽井委員

〈事務局〉田中管理部長、中西教育施設課長、

総務課高橋補佐、公園管理事務所上野

維持管理係長、文化財保謹課

ウ 内容事務局より第1回委員会会議の協議

内容、 3郎市活用基本計画案についての
説明があり、その内容について協議・

検討を行った。

主な意見

・国指定文化財の可能性もある0

.バリアフリーについて。

-出入りについて

第2回整備委員会の様子

(4) 保存修理事業

①臨江閣保存修理事業

平成22年度から3年計画で本館と茶室の保

存修理を行うものである。 2年目の今年は本館

車寄せ両脇土台改修工事・鋼板屋根改修工事・

茶室工事及び雨戸・硝子戸・雨樋の改修を行っ

た。内容はこのまま放置すると危険な状態であ

るため、車寄せ両脇土台の取替え・銅板屋根の

一部張替えやたたき直し・戸の調整・雨樋アン

コウの交換、そして、茶室床の間の壁塗り替え

を行った。

ア工事概要

車寄せ両脇土台改修工事

銅板屋根改修工事

茶室補修工事

雑工事

イ事業費 3，299，100円

(内訳)

県補助金 1，099，000円

市負担金 2，200，100円

②上野総社神社保存整理事業

本殿屋根のこけら葺きの損耗が顕著であるこ

とや壁画の剥落等の劣化が生じていることから

補修を行うもので、 4年計画事業の3年目であ

る。

ア工事概要

仮設工事、屋根工事(既存葺材解体・

処分等)

イ事業費 7，511，700円

(内訳)

県補助金 5，258，000円

市負担金 1，126，000円

③石灯簡保存修理事業

本文化財は平成23年3月11日東日本大震

災により被災し倒壊した。その後同年4月26

日に前桶市文化財調査委員による緊急翻査を行

ない、修理に向けての方向性を出した上、 6月

に地元自治会により修理が行なわれた。しかし

司

t
噌

l
ム



ながら、耐震補強が不十分で、あったため、再度、

市教委の主導の下、 10月より耐震工事を実施。

平成24年2月3日調査委員会議での報告をも

って工事完了の承認を受け完了に至った。

ア工事概要

補強工事(基壇と灯篭のアンカー固定

等)

イ事業費 288，897円

被災した石灯龍

修復・耐震補強工事完了直後の様子

④宝塔山階段整備・大室付替え道路整備事業

古墳北側にある石階段及び石積が経年により

崩れかけているため、改修工事を行った。

ア工事概要

階段の不陸調整と階段脇の石垣の改修

イ事業費 1，197，000円

また、大室古墳資料館用地に隣接する民有地

への進入路の整備を行った。

ア工事概要 道路の整備

イ事業額 1， 816， 500円

(5) 文化財めぐり等案内板の整備

①市指定文化財説明板等の建替等

劣化により読めなくなった箇所の説明板の建

替・書替、標柱の書替を行った。

ア工事概要

亀塚山古墳、前橋糖刑場跡供養塔ならびに

道しるべ、石製鴎尾・根巻石・塔心礎の説明
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板の建替

金冠塚古墳、前橋天神山古墳の説明板の

書替

前橋滞刑場跡供養塔ならびに道しるべ、上

野国山王廃寺塔心柱根巻石の標柱の書替

イ事業費 1，281，000円

② 地区の文化財めぐり案内板の書替

桂萱及び東市民サービスセンター内に設置し

である地区の文化財めぐり案内板の老朽化に伴

い、書替を行った。あわせて宝塔山古墳の標柱

の書替を行った。

ア工事概要

案内板の原画を桂萱中学校及び東中学校美

術部に原画の製作を依頼し、書替工事を行っ

た。

イ事業費 273，000円

桂萱地区文化財めぐり案内板

東地区文化財めぐり案内板



3 普及事業

(1) 前橋市・高崎市連携文化財展

前橋・高崎の連携文化財活用事業の第5年次

にあたる本年度は、 「東国千年の都」文化財展

のテーマを2部構成として開催した。

①内容

第一部

『し、い顔してるね。一出土品にみる顔の世界

』と題し、子孫繁栄を祈る顔(士偶)や王の

墓を邪悪なものから守る顔(埴輸入国の安寧を

託された顔(仏像)など、さまざまな「顔」が

表現されている出土品を紹介した。

第二部

『古代の寺・役所、探しています』と題し、

前橋市の山王廃寺跡の調査や、高崎市で実施予

定の多胡郡街(役所)の碓認調査など、岡市に

おけるプロジェクトを紹介した。

②期日・会場

・前橋会場平成24年1月7日"'"'16日

前橋プラザ元気21

-高崎会場平成24年1月21日"'"'30日

高崎シティーギャラリー

③結果

来場者数は総計で3，610人で、あった。うち前橋

会場は2，524人であった。

前橋会場のアンケート結果では、この文化財

展の感想として「興味深いテーマだJ90. 4%、「展

示されていた遺跡を訪ねてみたしリ 82.1%、「も

っと続けてほししリ 83.側(回答者218人の複数

回答)と好評を得た。

(2) 第39回前橋市郷土芸能大会

①日時平成23年11月19日(土)

②会場前橋市民文化会館小ホーノレ

③内容

前橋市内の5団体に、近隣市町村からの招待

団体を加えた計6団体の公演が繰り広げられた。

近隣市町村からの招待は、団体同士の交流と研

鎖を目的に始められ、恒例となっている。

今年度は、桐生市教育委員会を通じて出演の

推薦依頼をし、岡市指定重要無形民俗文化財「涌

丸獅子舞Jに出演いただいた。

また、恒例行事のーっとなっている抽選会も

実施した。これは大会に余興的な要素を持たせ

っつ、最後の公演まで活気を持たせ、より多く

の方に来場いただくというねらいで実施してい

る。

今回は市内外21の企業・団体からご協賛を

頂き、 90本近い当選本数で、盛大に開催することが

できた。さらに、マスコミ各社の後援協力を頂き、

広報活動も積極的に行った。

これらの取組みにより、公演ごとの観客の増減が

少なくなり、最後まで多くの観客を維持することが

できた。(延べ580名入場)

大会全体の所要時間は、各出演団体の協力により、

ほぼ時開通りに進めることができた。今後も、より

スムーズな進行に向け、工夫と努力を重ねたい。

郷土芸能の名称|保存会名 |所在地

前橋鳶木遣り |前橋鳶伝統文化保|城東町

江田鏡神社の

獅子舞

青柳の祇園

存会「華粋会J I二丁目
江田町獅子舞 |江田町

保存会

青柳町郷土芸能 青柳町

保存会

涌丸獅子舞 |涌丸獅子舞保存会 桐生市

黒保根町

総社町

植野

植野稲荷神社

太々神楽

込皆戸操り人形

(3) 普及啓発

① 文化財探訪

公演の一場面

粕川|町

込皆戸

この事業は、前橋市内にある文化財や施設の

見学を通じて、市民の方々の生涯学習に役立て、

文化財の意義・保説管理の大切さの理解を深め

ることを目的に、平成 15年度より開始した。平

成 23年度は、 9月と 3月に実施、このうち第1

回目は、宮城地区の赤城南麓の歴史文化に触れ

る探訪で鼻毛石の豪族北爪氏との関係、が深い赤

城寺や17世紀末と推定され、県内最古の民家

の1つで国指定重要文化財である阿久沢家住宅

及び境内に数多くの文化財が点在している金剛

寺等を拝観した。第2回目は富士見地区の身近

な歴史を学ぶ旅で、赤城街道歴史めぐりと題し

火災に遭いながらも災難を逃れた仁王像がある
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安楽寺や東国花の寺 100ヶ寺の1つで、ある珊瑚

寺及び地域の信仰史を語るものとして貴重な西

原の阿弥陀座像及び上毛かるたにもあり県史跡

である船津伝次平の墓を、また途中予定コース

ではないが赤城の大鳥居の前の鳥居である小暮

神社の旧小暮ーの鳥居にも立ち寄った。普段見

ることの出来ない建物内部を見て回ることが出

来て貴重な体験をした。

(第1回目)

日時 9月 30日 (金)13時30分'"'-'17時

案内 赤城寺副住職・金剛寺住職・前橋市文化

財保護指導員

参加者 23名

コース 赤城南麓の文化財めぐり

「文化財の魅力に触れる散策紀行」

|赫寺→阿久眼目→釧持

(第2回目)

日時 3月 15日(木)13時30分'"'-'17時

案内安楽寺住職・珊瑚寺住職・前橋市文化

財保護指導員

参加者 23名

コース 身近な歴史を学ぶ旅

「赤城荷造歴史めぐり」

安楽寺→ E鵬特→

西原の阿弥陀座像及び船津伝次平の墓

小暮神社(旧小暮ーの鳥居)の見学風景

② 出張授業「おもしろ文化財教室」

小中学校の社会科や総合的な学習の時間など

において、本課職員が講師として授業を行うも

のである。

依頼を受けた、学校の担当教諭と事前打ち合

わせを行い、その中で、授業のねらいや留意点

などをできるだけ詳細に確認し、児童・生徒た

ちにとって充実感 ・達成感のある授業をめざし

実施した。今年度は、延べ16校952名に対

応した。

《実施概要一覧》

実施日 学校名学年 実施内容(実施場所)

4/27 桃井小6年 総社二子山古墳見学

5/20 滝窪小6年 土器づくり

5/25 伊勢崎宮郷 大室古墳群見学

第二小 4年

6/15 桃井小 6年 勾玉造り

9/13 群大附属5年 前橋城・臨江閣関係

9/13 粕川小6年 大室古墳群見学

10/14 粕川小4年 昔の道具・くらし

10/20 城南小4年 前橋城・臨江閣関係

11/11 桃瀬小6年 前橋空襲について

1/18 月田小4年 昔の道具・くらし

1/20 大胡小3年 昔の道具・くらし

1/27 宮城小3年 昔の道具・くらし

2/7 春日中 1年 広瀬朝倉地区の古墳

2/8 滝窪小3年 昔の道具・くらし

2/10 大胡東小3年 昔の道具・くらし

3/9 朝倉小3年 広瀬朝倉地区の古墳

と勾玉造り

勾玉作りの様子

③文化財資料の貸出

出版社等からの依頼を受け、写真資料のか貸し

出しを行なった。主な貸し出しは以下の通り。

貸し出し資料 貸し出し先

-青白磁渦文瓶

元総社蒼海遺跡群(25) 群馬県立歴史博物館

出土

-獅噛環頭大刀柄頭

大胡地区出土 高崎市

-金銅製椎柄頭

初室古墳出土
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-山王廃寺伽藍指定復元図

-宝塔山古墳の石室と石 附山川出版社

棺写真

-山王廃寺関係 (樹吉川弘文館

女性頭部像写真

-郷土芸能DVD エフエム群馬

春日神社太々神楽

. r日輪時十一面観音j写真 (閥ロム・インターナ
ショナノレ

-東照宮尊影絹本着色 群馬県広報課

写真

-絵図データ 4 ，~ 

(再築前橋城・廃城期前 (財)群馬県埋蔵文化

橋城・松平時代の前橋 財調査事業団

城・酒井氏時代の前橋

城)

④職場体験学習

今年度は、 2件の依頼があった。そのうち 1件

は高校からの依頼を受け入れた。

実施概要は以下の通り。

09/12~9/14 桂萱中学校 第 2学年 9名

010/11 ~10/14 群馬県立前橋商業高等学校

第1学年 4名

⑤ 出張事業・出前講座

0講師派遣
指定文化財や遺跡などについて市民が理解を

深められるよう、本課職員や各資料館解説員、

市民

ボランティアが案内を行なった0

・対応団体 2 1団体
-参加者延べ人数677人

・説明、案内箇所等

大室古墳群、臨江閥、粕川歴史民俗資料館等

O出前講座(生涯学習課事業)

本課として3つの講座を設定しそれぞれ実施

した。状況は以下の通り。

i . r明治のイギリス外交により見出された大
室古墳群J 2団体 227名

並 r古代の東国に咲いた華 山王廃寺」
3団体 83名

iii. r文化財のあらましと保護行政について」
1団体 1 8名

⑥講座前橋の文化財

文化財ボランティアの養成を目的とし、一般か

ら受講者を募集して開催、各回土日の午前中を開

催時間とし、室内での座学と野外学習を交互に行

った。

延べ292名、一回当たり平均24名が受講した。

初年度で、あったので、初歩的で広範な内容とな

ったo

今後、実際のボランティア活動へ結び、つく内容

に充実させていくことが必要となる。

0日程・内容

月日 内容 講師※敬称略

7/10 女堀と二宮赤城神社 能登健

7/16 女堀を歩く 小島敦子

7/24 赤城山の自然と文化 職員

8/7 覚満測を歩く 片山満秋

8/28 総社古墳群と山王廃寺 右島和夫

9/4 秋元氏の足跡を歩く 関口淳七

9/17 中世の城館ネットワーク 飯森康広

9/25 前橋城を歩く 職員

10/16 前橋の古墳を探る 職員

10/23 大室古墳を歩く 大室古境の諮り部

11/6 市民解説ボ、フンアイアの楽しみ 千木良玄

11/13 前橋の近代化遺産を歩く 原田 恒弘

※敬称略

講座での野外学習(龍海院)

⑦普及資料作成

0前橋の文化財の作成

市内の文化財を紹介する「前橋の文化財j の

改訂版を平成 11年の増補版以来、 12年ぶりに

作成した。作成部数は3，000部である。

市内の代表的な文化財約250点を19のテーマ

に分けて、興味のあるテーマから見られるよう

に編集した。

文化財保融課及び前橋観光コンペンション協

会にて 1部 500円で販売している。

新版「前橋の文化財J
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③総社神キ~.殿保存修理工事現場見学会

群馬県指定重要文化財上野総社神社本殿で

は、 23年ぶりに5カ年計画(平成21年度，，-，)

で屋根の葺き替えや彩色の補修などの大きな

工事が行なわれている。

この機会に、昔から受け継がれてきた建築技

術や工法などを一般市民に見学していただき、

文化財の修理について知っていただくと共に

広く文化財の普及・啓発に努めていくために見

学会を実施した。

0実施日時

平成24年3月15日(木)

13:30"-'16: 00 

0場所 総社神社本殿

0共催 総社神社、文建協

O参加人数 20名

本殿屋根を間近に見ての説明の様子

(4) 公開官・資料鮪連携事業

歴史や文化財に関する体験学習や文化財の見学

等を各公民館や資料館と共同で開催し、市民が郷

土の文化財に直接触れ楽しみながら歴史を学習す

ることを目的に実施した。

講師として本課職員や外部依頼講師が対応した。

日時・主催 内 容 参加数

城南公民館少年
平成23年

教室「勾玉作り教
小学生8月3日

室」
20人

1 
9:30~ 1l :30 

会場:城南公民館
城南公民館

講師:本課職員

城南公民館少年

教室「大室古墳公園
平成23年

めぐりお火おこし
小学生8月10日

体験」
20人

2 
9:00~1l :30 

会場:大室公園
城南公民館

講師:大室古墳の語

り部、本課職員

(5)大室古墳群公開・普及イベント 2011

“おもしろイベント! 古墳探検"

①趣旨

平成16年に整備事業の完了した大室古墳群を

歴史遺産として広く市民に周知し、活用促進を

図り、もって文化財の愛護精神の高揚を図るこ

とを目的に開催した。イベントでは、市民ボラ

ンティア解説員「大室古墳(っか)の語り部j

による古墳見学会をはじめ各種体験イベントや

スタンプラリーなどを行ったO

②開催日

平成23年6月12日

③内容

ア 市民ボランティア解説員の会「大室古墳

(っか)の語り部」による古墳案内

イ 古墳めぐりスタンプラリー

ウ 体験コーナー(まが玉づくり、火おこし体

験、座繰り体験、桑の木細工)

エ 「ふかしまんじゅう」をつくろう(宮城ふ

かしまんじゅう愛好会)

オ観光物産品の販売

④ 開催結果

当日は、好天lこ恵まれ2，100人以上もの見学者

及び参加者があった。アンケートにも「来年度

以降も継続して開催して欲しい」などの意見が

あり、イベント開催については好評で、あった。

体験イベントの様子
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(6) 前二子古墳石室復元市民プロジェクト

市民ボランティアの手により、国指定史跡・前

二子古墳の石室を、発掘当時 1878年の状態に復元

する。

平成 18年度から 20年度までの第 l期、平成22

年度から 24年度を第二期として事業を実施する。

今年度は山王町にある金冠塚古墳から出土した冠

を制作した。

制作した冠

① 8月22日

実行委員会総会

・委員8名、監事1名、顧問1名

② 9月15日.-....，10月10日

広報まえばし、ホームページ等でボラン

ティアを募集

'26名の応募

③ 1 0月29日

オリエンテーション

・「大室古墳の語り部」による古墳案内、

活動内容の説明他

④ 1 1月3日.-....，16日

冠制作ワークショップ

-会場総合福祉会館 遡閥iJ作室

・制作数 27点

⑤ 1 2月1日.-....，27日

制作品の展示

・会場総合教育プラザ3階企画展示室

⑥ 2月26日

完成記念考古学講演会

・会場総合福祉会館 2階ホール

つd
円
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-講演

「古墳時代後期における朝鮮半島と東

国 金冠塚古墳の冠を通して」

右島和夫先生(県文化財保護審議委員)

・参加者数 150名

(7) 大室古墳群市民ボランティア解説員の活動

市民の視点に立った文化財・史跡の普及活用を

目指し、市民ボランティア解説員の会「大室古

墳(っか)の語り部」が活動を開始し6年目とな

った。

春から秋にかけての定例説明会、また、団体・

個人からの見学依頼を受けての案内のほか、大室

イベントへの協力や、まが玉づくり教室の開催な

ど、今年も積極的な活動を行ったo

また、年度末には今年度の総括と来年度へ向け

ての活動計画を検討した。

① 古墳見学会(夏季特別教室含む)

O定例説明会
(5月.-....，1 0月の主に第l土曜日)

9時 30分から 11時頃までを受付時間、

民家園を集合・出発場所として開催。希望

者が集まり次第、人数に応じてグ、/レーフ01こ

分けするなどして案内。一周一時間程度。

見学者計63名

② 学校・一般団体等の案内

. 8団体へ実施

見学者計170名

③各イベント等への協力(古墳案内)

6月12日 大室古墳群イベント

見学者計30名

古墳案内の様子



(8) 文化財保存団体への育成補助

総社地区および荒砥地区において、その地内に

残る文化財の説明板や標注の設置を継続的に行っ

ている団体や、市内各所で活動している郷土芸能

保存団体に補助金を交付した。

また、県指定文化財 I上野総社神社本殿」をは

じめ、市指定文化財「酒井家歴代墓地」や「大前

田諏訪神社獅子頭」に関して、参拝者や見学者の

安全の確保や文化財の保存と継承を目的として、

補助事業で、の助成を行った。交付対象団体は、以

下の通りである。

0総社地区史跡愛存会

O荒砥史談会

0横室歌舞伎保存会
O前橋市郷土芸能連絡協議会

O宗教法人総社神社

0宗教法人龍海院

O大前田諏訪神社獅子舞保存会

(9) 文化財調査事業

① 近代和風建築総合調査

ア調査の円的

前橋市内に残る近世以降の建築物について、

文化財としての価値判断を行い台帳化を図る

ことを目的とする。(平成21年度からの3ヵ年

事業)

イ調査の概要

調査期間平成23年7月~平成24年3月

調査対象明治初年~昭和20年頃までに、日

本の伝統様式・技法によって建て

られた木造建築物。

調査方法 緊急雇用創出事業として前橋市

教育委員会が調査主体となり、近

代和風建築について専門的な知

識を有する民間の団体に調査を

委託して実施。

調査内容 平成21年度から平成22年度に行

った第1次調査(悉皆調査)およ

び平成22年度に行った第2次調

査(第1次調査結果の精査並びに

重要物件の平面図等の作成)の結

果を報告書にまとめる。また必要

に応じて補足調査を行う。

A
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ウ調査結果

昨年度までの実施結果を精査し、また必要

に応じて細くで調査を行い、最終的に報告書

としてまとめた。

②山車・屋台総合調査

ア調査の目的

前橋市内に現存する江戸・明治期の山車・

屋台の調査を実施することで、貴重な山車・

屋台の状況を把握し、さらに、それらをリス

ト化する事により、今後の保存活用の資料と

するために実施。

イ調査期間

平成 23年 5 月 19~8 月 20 日

※準備調査期間を含む

ウ調査対象

江戸~明治期に創建された前橋市内に現存

する山車及び屋台。

エ調査について

今年度は、大胡町、下石倉町、上佐烏町、

駒形町、青柳町、富士見町横室において 13 

物件の調査を実施した。日本下業大学黒津教

授の指導の下、図面作成のための基礎的なデ

ータ収集及び写真撮影を行い、さらに地元の

方の協力を頂いて組立も可能な限り実施し、

実物に即したデータの収集にも努めた。

オ今後の予定

実調査は今年度までとし、今後は、昨年度

までの市内の山車屋台のデータを集約し、

「前橋市の山車屋台の調査報告書」としてま

とめていく予定である。

駒形町「上町」の山車調査



4 埋蔵文化財発掘調査事業

(1)平成23年度の発掘調査をふりかえって

1)発掘調査事業

詳細は、平成23年度組蔵文化財調査事業一覧表に怖蹴した通りである。発掘調査業務9件、整理業務2

件で総数11件で、あった。内訳は、直営事業2、委託事業8、民民事業lである。発掘調査事業での調査面

積は、 13，847niで、直営3，000ni、委託 10，741 ni、民民106niで、あったO

① 元総社蒼海也跡群 (38)

8ヶ所の調査区の調査を行った。ほとんどの調査区からは、古墳~奈良・平安時代の集落が検出され

ている。この中で 15区からは、古墳時代後期の集落と 100個体近い土器と石蜘模造品を使った祭市醐:

が検出された。重なった杯の出土状態から祭把を行なった結果で、あるものと考えられる。また、この祭

雨明:と藍複して古墳時代前期の前方後方形周溝墓が検出された。

16区からは、榛名山噴火に伴う洪水層に覆われた古墳時代のミニ水田跡が検出された。また、洪水層

の上部から古墳時代後期の6世紀後半の住居跡が検出された。

②上野国府跡

平成 23~27 年度まで 5 ヵ年計画で上野国府範囲確認調査を開始した。現在、元総社蒼梅地区の区画

整理事業が進行中である。平成11年度に開始された区画整理事業も平成33年度に終了を予定しており、

区画酪理地内に 10，000ni強の公園の設置が計画されている。そこで出来うる限り公園用地の有効活用
を図っていきたいと考えている。そのためにも、一日も早く、国府の中心施設である国庁跡を発見し、

保存・活用する必要がある。

そこで区画整理地内の過去の調査歴、国府の中IL，VJ協定が設置可能な広く平らな地形、地元に残された

地名から区画整理地内に 4 カ所の推定地(案)を想定した。 4 ヶ所は A 案~D 案と名前をつけ、それぞ

れ澗査を行って施設の有無にっし、て見極めていく計画である。

平成 23年度は、有力視される A案についての調査を行ったが、主飼命として はこの案の区域には

国庁の存在の可能性が低し、ことが判明した。それは、 A案区域について、範囲脱営調査と区画盤理がら

みで発掘調査を対象に広範囲に実施した。しかし、ここからは古墳時代や奈良・平安時代の集落、若海

域の堀跡が検出されたに過ぎず、国府の施設は検出で、きなかった。ただし、古代の大溝が1条検出され

ており、この溝については今後引き続き分析を加えていく必要がある。

③元制土蒼海遺跡群 (39)

元総社務海道F鱗 (32) と (37)に挟まれた調査区からは、奈良・平安日寺代の住居跡が多数検出され
ている。樹木移転などが完了しないため、調査は平成 24年度まで品|島慌され、年度をまたぐこととなっ

た。

④前橋城 (三の丸門東地点)

三の丸にあたる部分から堀跡と石垣が検出された。石垣の石には記号ペ暢数字の墨書が検出された。

石垣の工事の際に書かれたものであり、積み石の工程を探る上で興味深いものである。

⑤大波道場遺跡

調査の結果、 6世紀の水田跡、畠跡、平安時代の住居跡、中世の多数の迫柄、遺物が発見された。こ

の中で常滑産の蔵骨鴇1:--は「女Jと刻書されていたu また、中世の溝から 572枚の備蓄銭が6サシの状

態で出土した。銭極は41種、約2kgの重量であった。

⑥朝倉工業団員鑓脚洋

端気)11を挟んでの調査となった。左岸からは奈良・平安時代の集落、浅間B軽石に覆われた平安時代

の水田跡、榛名山火山灰に覆われた古墳時代の水田跡が検出された。右岸からは古代の溝や古代の集落

が検出された。官術を思わせるような鞘教的な土器や造物が検出された。

戸
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⑦朝倉伊勢田唱。2遺跡

No.lに隣接した調査で、あったが、 No.lに比べ甜帯数が各段に増加した。 No.lと同様に奈良・平安時代

の集落のほか、東の調査区では粘土採掘坑、西の調査区でi:/ljや曜朗;が検出された。

③総祉澗荷塚大道西No2遺跡

小さな範囲の調査で、あったが、 10軒を超える住居跡、落が見つかった。

⑨総社町屋敷南遺蜘可。2

宝塔山古墳の周堀の調査を行った。周堀の底面から調査の結果、畝跡や工作痕が多謝食出された。古

墳の規模は、墳丘長50m、周堀を含めた士見摸は90mとなる。

2)遺跡台中層劃繭事業

文化財保護法第95条に規定されている埋蔵文化財包蔵地を把握し、周知するための遺跡分布地図作成業

務が、平成15年度より開始された。具体的な方法は、悉皆的に現出暗査を行い、かっ過去の調査デー夕、

文献の洗い出し作業である。調査は而甘喬市全域を対象とし、後に合{j怖包囲を加え、 16ブロック(旧前橋 12、

旧町村4)に区分した。調査にあたっては、さらに1ブロックを一筆毎に分けて遺物採集や地1例硯察など

現出回在査で行なってきた。

[遺跡台1蝿割前年次計画】
平成15年度城南地区踏査

平成16年度元総社・総社・清里地区踏査

平成17年度桂査・永明地区踏査

平成18年度南橘・芳賀地区踏査

平成19年度東・上川淵・下)11淵地区踏査

平成20年度大胡・城南地区踏査

平成21年度富士見地区踏査

平成22年度 旧市内の遺跡地図素図完成

平成23年度 前橋・大胡・宮城・粕川地区遺跡分布地図の線引き

平成24年度 富士見地区遺跡分布地図作成、遺跡分布地図印刷・配布

具体的には以下のおlE*もとなる。

(1) 昭和9年、昭和43年の現形図を現在の地図枠に合わせる。約270枚

(2) 踏査成果図の作成。遺物点数区分を図イL約 150枚
(3) 個別遺跡カードの作成

(4) 遺跡カードのデータベース化

(5) 個別遺跡カードを元に地図に発掘調査区域を記入。約2，000遺跡

(6) (1) "" (5)の地図を総合して遺跡範囲を線引きした素図を作成

(7) 素図を再点検し、印刷原稿作成

(8) 南幡市遺跡分布地図の印刷・刊行

(9) これとは別に遺跡全体図集成作業を1/2，500の地図に編纂

(10) 採集遺物のうち重要品について分別し図化作業

なお、隣接市町村はすで、に遺跡分布地図が出来上がっているため、脚i接する市町村との調整も必要と
なってくる。

3)遺跡貸料盤備事業

本事業は、世帯文化財発掘調査によって記録された各種資料や出土遺物等を活用を目的で樹簡を行い、そ

の成果を広く市民に公開することが目的である。また、図面、写真、報告書について収蔵はもとよりデジタ

ルアーカイブも目的としている。

平成23年度については以下の作業を行なったO

-貸出用資料の準備

-埋j構文化財の展示や貸し出し

.各種パンフレットの作成
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-富士見地区発掘調査要覧作成

.発掘調査報告書のpdf化

-遺跡発掘調査写真のデジタル化

・中央書蹄を新設し、郷土コーナーを設H

.上野国府関連迦亦文献目録の作成

・上野国府関連出土品図録の作成

-上野国府関連地跡の泣構・遺物収集・分析 を実施した。

埋臓文化財の貸し出し展示は、けやきウオーク 1階、サンデンフォレスト森の教室、文化財保護課玄関、

粕川歴史民俗資料館、総社資料館、大室公園公園管理事務所ホール、公民館や小・中学校のほか、平成 23

年度は富士見公民館の文化祭にあわせて富士見地区の縄文土器を展示した。資料の貸し出しは出土品をはじ

め写真などを依頼に応じて行なった。

普及パンフレットは、 r"、.せ・きワーノレドin首相喬JA4版4頁、「大室古噴群JA4版20頁、「山王廃寺跡j
A4版16頁、「上野国府跡JA4版4頁を発行した。

発掘調査迦亦要覧は、富士見地区で実施した緊急発掘調査のうち未報告遺跡の整理を行し、調査要覧を作成

した。その目的は、基礎資料にするとともに普及啓発の資料とした。具体的な作業の内容は、造物について

は、注記、接合、実測、 トレース、拓本、版組、写真撮j;習を行なった。遺構図面に関しては、全体図作成、

遺構図作成など行った上で、編集、校正を行い、 pdfファイノレ化を図った。

要覧作成にあたっては、 l遺跡6頁程度を基本とし、 一覧表・発掘調査抄、録・解説文など2.5頁、位置図・

周辺図・グリッド園・遺構全体図で2頁、制持全景写真・遺構写真・制御写真で1.5頁とした。なお、平成

23年度については富士見地区を作成した。あわせて王山古墳の埴愉額の整理、前二子古墳の副葬品の整理、

柳久保遺跡畔旧石器、内堀追跡群旧石端報告書のインデザイン結諜も行ったo

今後、報告書が未刊行の前橋天神山古墳や山主廃寺第1次、昭和 54"-'56年度の富田遺蜘弾・西大室遺跡

群・清里遺跡群・在住谷脚剃坪についても整理を取り組んでし、かなければならない

[調査要覧掲載遺跡赦]

大胡地区…68、宮城地区一.17、粕川地区一側、富士見地区..17 合計191遺跡

[要覧作成年次計画]

平成 18年度大胡地区要覧(1 )・ 60遺跡、 PDFで編集しCD化

平成 19年度大胡地区要覧(2)・8泣跡、 PDFで編集しCD化

平成20年度宮城・粕川地区要覧(1)・ 50遺跡、 PDF編集しCD化

平成21年度宮城・粕川地区要覧(2)・ 56遺跡、 PDF編集しCD化

平成22年度平成20・21年度の紺続

平成23年度富士見地区要覧・ 17遺跡、 PDF編集しCD化

このほか、発掘調査報告書211冊の pdf化、山王廃寺、王山古墳、天神山写真の 35lllrnフィルムのデジ

タノレ化も行なった。

4)開発に伴う事前協議
開発に伴う事前協議が合併による市域の拡大にイ料、増加の一途を辿っている。月平均 150件以上、年間に

して 2，000件もの協議に対応した。このうち 1，000rrfを超える大規模な開発や周知の遺跡;や隣接するもの、

上野国府や山王廃寺、古墳など重要遺跡については試招調査を行った。試掘件数47件であり、このうち調査

に移行したものは2件で、あった。このほか立会調査が34件で、あったO 今後、開発協議に迅速に対応するため

に、遺跡地図の刊行再挫怖とGIS活用を早急に進める必要がある。

5)遺跡GIS業務

国庫補助事業として、平成20年度"-'2 4年度の 5ヵ年事業として実施中である。自前褐市統合型遺跡GIS
業務に遺跡地図を掲載し、開発部局との調整に際して、多くの追跡の保存を図っていきたい。

平成20年度データ項目入力作業、 (156遺跡と指定文化財)

平成21年度 データ項目入力作業、城南・大胡・粕川地区泊跡範囲の線引き

平成22年度 データ項目入力作業、遺跡純囲の線引き

平成23年度 データ項目入力作業、迦州切色塗り

平成24年度 データ項目入力作業

円
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(2)平成23年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表

遺跡名 コード 代表地番 調査面積 方式 調査原因 調査期間

l 元制崎市計凶跡群 (お) 23A13G-38 総?上回l総社3598-3 3，000 直営 区蹴倒! 23/5/1O~23/12/21 

2 上野国l何酬随囲町曜:JlIIJ査 23A147 元総祉町2025 309 位溢 範囲雌郵 23/7 /25~23/12/22 

3 元総位指楠盟跡1作 (39) 23A13G-39 総主I:JII玲錦上3097 828 委託 区断鍛)lJ! 24/3/10吋澗査中

4 前橋城(三の丸門東地長) 23H54 大手町2-3-1 248 委託 解体工事 23/5/11 ~23/6/20 

5 大波道場組跡 23A144 大波町2-3-5 1，110 委託 期路物航工事 23/4/19~23/6/21 

6 朝倉工業団地辿6ilN時 23G74 下(主烏町20 6，365 委託 区画峰組i 23/5/25~23/8/19 

7 朝倉(!Jl'!弟L菌防.2旭国iilf. 23G71-2 朝倉町145 1，684 委託 道路改良工事 23/10/21 ~24/1/23 

8 樹;珊荷塚大道西No.2辿跡 23A132-2 総社剛騎士3026 106 民民 鉄時事地設 22/9/26~23/10/25 

9 総社阿屋以南辿蜘10.2 23A139 総社則裕社lω2-2 197 委託 道路改良工事 23/6/6~23/8/1 0 

10 元総仕掛櫛出跡群 (37) 23A13G-37 総胡町総社3099 i島Illl作灘 委託 区画整耳I! 22/12/1 ~23/3/28 

11 朝倉{}明酬hl迎跡 22G71 朝倉町147 整理作業 委託 道路改良工事 23/7 /14~23/1O/31 

(3)平成23年度埋蔵文化財報告書一覧表

番

号
報告書名 遺跡名 発行者 強行年月日 備考

l 総祉附属政南i雌~ 総u町i諮ill!r有地跡;2 的簡市敬育委員会 2011.8.10 

2 南部地~辿醐唱和h 6 南部拠前illT'J抑制'0.6 自f繭 f瑚育委員会 2011. 9. 30 

3 朝倉仰畑町0.1迎跡 朝食oゆP四No.1i蛍跡 町1阪市敏育委員会 2011. 10. 31 

4 而ì~!制点(三の丸門東地点) 市ft!l-~)骨; (=の丸門東地点) 前橋市教育教員会 2011. 11. 30 

5 大脳巨樹，WfJd: 大樹車場選留品 前楠市教育委員会 2011. 12.22 

6 絡相官情塚大道西No.2辿跡 附ti詰荷塚大道西No.2迎跡 前橋市教育委良会 2012. 1. 16 

7 朝倉工業団地遺跡l隊 朝倉工業団地組跡鰐 前f嗣1教1'-1香員会 2012.2.15 

8 山王廃寺 山王廃寺 前橋市教育者E民会 2012.2.10 

9 山王廃寺別冊 山王廃寺別冊 開I備市教育委員会 2012.2.22 

10 元総粗斑瓶W!Ir，f洋 (37) 到湖沼日11巡回州 II町I嗣7教育委且会 2012.3.22 

11 元総?揃侃却』制作 (38) 託糊;酬硝馴昨 前橋市城育委員会 2012.3. 18 

12 朝合伊勢防iNo.2j品醐: 朝倉伊勢回Nu.2幽ljI): 前橋市紋育委員会 2012.3.27 

(4)平成23年度試掘調査一覧表

所在地 開発部制 nf 開発原因 調査年月日 調査結果

1 西善町 64.17 個人住宅姐量生 4月5日 平安時代水田跡

2 稲荷新田町 2，244.81 宅地造成 4月7日 平安時代水田跡

3 総社附而;A' 1，513.00 コンビ、ニエンスストア札椴 4月13日 1糊

4月18日~
4 日吉町三丁目 3，183.00 中学校建設 平安時代水田跡の可能性

4月19日

5 南町二丁目 2， 198. 00 特別養護老人ホーム迎波 4月21日 平安時代水回跡

6 元総社町 705.19 医院迎役 4月27日 平安H射止住居跡、tIIi跡、土坑

7 田口町 5，000.00 山軍部分の整地 5月 12日 古墳時代終樹聞の円墳

8 樋也町 1，809.00 宅地造成 5月16日 出柑の検出なし。却は土器片
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9 六供町 900.00 土地区甑強J!v'
5月17日~

5月18日
法IIYjの検出なし。古墳時ItiIOiJUJ土器片

10 富士見町官寺沢 1，355.00 集合住割車絞 5月23日 出荷の検出なし。土師器、~.偲符

11 西大室町 1，200.00 道路盤伽 5月25日 起t!IYiの検出なし。純文日寺代IiiJJUJ石器剥片

12 yDjc町ほカh 216，000.00 宅地造成 5月26日 埋蔵文化財検出なし

13 総批四階:t:I: 176.70 携帯暗部目線法I腕 5月31日 平安日#代住居跡、 削跡、土器、瓦

14 大手町一丁目 842.27 保育園11!設 6月6日 近世現fJJJ;(前仰A掘削

15 力丸町 339.00 個人住宅延民生 6月7日 埋蔵文化財検出なし

16 西大室町 4，781. 00 有料老人ホーム建設 6月21日 埋蔵文化財検出なし

17 西大室町 1，035.57 集合住建i銅賞 6月22日 注射jの検出なし。中世土器片

18 上大屋町 1，300.00 道路築造 6月30日 埋蔵文イtJlf検出なし

19 富士見町原之郷 2，208.00 宅地造成 7月5日 埋官2文化財検出なし

20 川曲町 4，473.00 干'f;f!陪人ホーム雄政 7月7日 平安H寺代7l<田跡

7月13日~
21 五代町 2，900.00 有料老人ホームiI'犠

7月14日
奈良・平安時代住居跡、溝、土師器、貌苦諮~

22 飯土井町 5∞.36 個人住宅地殻 7月26日 組版文化財検出なし

23 田口町 1，937.52 知的附答者支擁糊側役 8月2日 1伽1Jil;

24 総主伊I制上 375.00 土地Jg;闘能組! 9月 12日 U/f幼:

25 総干出町、組野 1， 100.00 集創主宅姐盟 9月15日 埋蔵文化財検出なし

26 名画越町 2，093.41 宅地造成 9月20日 湖~Iの検出なし。純文H寺代土器片

27 中内町 2，824.51 介態鑑E生紙I紋 9月22日 中間前跡、埴輪片、中世土器、砥石

28 上新田町 1，609∞ 介泊施設~股 9月28日 平安H寺代71<回跡、 m~点

29 富士見町原之郷 1，318.∞ アパートIl!訟 10月4日 巡仰の検出なし。卦苦片

30 樋越町 2，998. 00 宅脳宣成 10月13日 世f必間関検出なし

31 富士見町時沢 2，697.00 宅地主成 11月4日 埋蔵文イヒl材検出なし

32 荒子町 11，476.00 枠制措'WJlR椴鼠比
11月24日~

JlJ!j説文化財検出なし
11月25日

33 文京町四丁目 350.00 土地区砲迎車問 12月1日 組版文イ回オ検出なし

34 東片貝町 2，640.00 千同ヰ老人ホーム地殻 12月7日 i叫版文化財検出なし

35 富士見町H寺沢 992.00 宅I悩宣成 12月9日 山蔵文化財検出なし

12月初日~
36 西大室町 436.62 鉄総新設 埋蔵文化財検出なし

12月21日

37 朝倉町一丁目 1，118.09 幼稚園i.ll.'llt 12月26日 j酬の検出なし。地職干

38 f白糸町 1，084.00 診療方諸蹄t 1月12日 脳内の検出なし。制限土器片

39 南橘町 683.00 市営住宅磁波 1月25日 組蛾文化財検出なし

40 富士見町原之郷 1， 291. 24 アパート主I!投 l月30日 時期不A草mBI亦

41 下新田町 1，960.00 宅地主成 2月2日 平安日寺代水田i跡

42 宮地問I 998.00 診疲所足唱量 2月8日 平安時代水田跡

43 昭和町三丁目 2，056.00 日苦悩渚向け住宅五I!般 2月 16日 l!1!i障E文化財検出なし

44 粕川町室沢 3，378.92 道路築造
3月13日~

3月15日
前回:a寺代限り抑包合層、縄文土器

45 三俣町一丁目 165.61 個人住宅辿般 3月22日 組制の検出なし。土師器片

46 元総柑DJ 512.00 土地区四割H 3月26日 平安時代住居跡 ・柱穴、中間~t跡

47 北代田町 4，815.00 宅地宣成 3月28日 時期不Z判的:ilf
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(5)平成23年度立会調査一覧表

所在地 開発置市Irrf 開発原因 調査年月日 調査結果

I 樹上町糊.1: 1，282.00 応舗建設(コンビコンスシ卜7) 4月18日 埋蔵文化目材食出なし

2 富士見町時沢 993.00 酎ヰ医ID組拙 5 Jl 6日 埋蔵文化財検出なし

3 新堀町 ー 場板処置立(みなみモール) 5月9日 』勤能文化財検出なし

4 新堀町 ー 鴎 ifi込融(功時庖) 5月 13日 埋蔵文化財検出なし

5 新堀町 居書im他政(書庖) 5月25日 埋蔵文化財検出なし

6 新堀町 ー 広告側諸生(書応) 5月27日 血球文化財検出なし

7 富田町 道路'j附制止置 5月30日 油断h定文化良樹会出なし

8 六世刷T 268.00 個人f主訟』搬 6月22日 埋蔵文化財検出なし

9 新堀町 ー 制副lt止(みなみモール) 6月27日 i盟諸文化R材会出なし

10 六自馴町 435.00 個人住宅地民主 7月6日 郡勝文化財検出なし

11 東金丸町 3，410.00 牛舎・堆胞舎辿般 7月14日 組!版文化日材食出なし

12 附符田町 331. 53 個人住宅雄総 7月14日 埋蔵文化財検出なし

13 新堀町 1，000.00 盾書』自制立化粧品庖) 8月22日 埋蔵文化財検出なし

14 総干itJIl総宇土 426.48 個人住祖蛸生 8月29日 埋蔵文化財検出なし

15 小屋原町 2，804.65 ドライブイン出立 8月29日 削除牝財検出なし

16 k~中川]湖北 20.00 道路改良工事 8月30日 宝塔山古墳関連の波川

17 下佐，鳥町 区脳宣路札略t工事 9月2日 古墳時代、奈良・平安日寺代の水田

18 青梨子町 ー 道路改良工事 9月8日 埋蔵文化財検出なし

19 富士見町横室 25.00 携嶋田宮・基H!踊札耐 9月15日 出j経文化間食出なし

20 新堀町 J諸制撤(朝田〉 9月1G日 1単J積文化nオ検出なし

21 粕川mr主税l 1，200.00 道路般細工事 9 Jl 26日 埋蔵文化財検出なし

22 大友町三丁目 202.94 個人住宅E盟主 9月26日 埋蔵文化財検出なし

23 富士見町原之郷 1，298.00 道路改良工事 9月29日 縄文時代中期土器片、平安H寺代土器片

24 大手町一丁目 保育園姐齢 9月29日 前f品城抑制:

25 富士見町jN尺 956.00 宅地造成 10月13日 tAi議文化財検出なし

26 天川大島町一丁目 1，472.60 建売分磁住宅用地 10月20日 埋蔵文化財検出なし

27 1声P影町 1，010.06 制閥1油絵 11月15日 ~JIIj首交化財検出なし

28 馬場町 2.00 携帯電話山町制故 12月19日 仙波文化財検出なし

29 朝倉町一丁目 1， 118. 09 幼稚園陸訟 1月 10日 J血膿文化目材食出なし

1 月 24~
30 富士見町原之郷 2，479目17 コンビコンススト7迎般 型政文化財検出なし

25日

31 六仰丁 1，200.00 駐車樹削H 2月15日 平安時代水田l跡

32 横沢町I 215.00 個人住宅強敵 2月24日 思版文化財検出なし

33 新堀町 1苗iW岨止(家具唐) 3月19日 As-B)冒の~1~~;iが不良のためR伊~，苅翻意できず

34 昭和町一丁目 438.84 集合住吉国抜 3月21日 埋牒)1.:.化財検出なし

ハ
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(6)平成23年度埋蔵文化財発掘調査の内容

① 元総社蒼海遺跡群 (38) (23A130-38) 

遺動別立置図

事業名 元総社清海土地区画趣理事業

所在地前橋市元総社町、総社町総社

調査期間平成23年5月 10日から

平成23年 12月 21日まで

担当者 細野泰宏・藤坂和延・清断事重雄・並木勝洋・

阿久樺智和

調査面積 3，000nf 
調査の経緯平成23年4月22日付で前橋市長高木政

夫(区画整理第二粥より、元総社蒼海土地区画整理事

業に伴う埋j蹴文化財発掘調査の依頼が、前橋市教育委

員会に提出された。これを受けて、平成23年5月 10

日から発掘調査を行なった。

調査の成果元総社蒼海遺跡群(38)は調査地が点在

するため調査区を 1"'"'15区に区分した。

遺跡砕北東部の 1、2、14"'"'16区では古墳から奈良・

平安時代の竪穴住居跡23軒、構跡8条、土坑 15基、

竪穴状遺構2軒、井戸跡2基を検出した。牛池J11沿い
の16区からは古墳H寺代後期の水田跡が研説、で、きた。ま

た、多くの土器が集中して出土した祭肩醐:が 15区から

検出された。

推定国府域北部の 3"'"'6区では古墳から奈良・平安時

代の竪穴住居跡46軒、構跡10条、土坑4基、土坑墓

l基、井戸跡3基を検出した。 4"'"'6区を南北に走行す

る蒼海域の堀跡が検出された。 3区では多謝貧出され

た竪穴住居跡の中からベルトの装飾品である東踊が検

出された。

推定国府内の7区では古墳から奈良・平安時代の竪

穴住居跡 21軒、榊跡3条、土坑 3基、道路状迫梢 1

条、井戸跡7基を検出した。東西方向に走行する蒼海

城の堀跡や古墳時代の竪穴住居跡、 10世紀代の竪穴住
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居跡が確認された。国府に関係する遺構、遺物は見つ

からなかった。

造馴砕南西部の8"'"'11、13区では古墳から奈良・平

安時代の竪穴住居跡14軒、溝跡10条、士坑 19基、竪

穴状脚'f.7軒、井戸跡3基を検出した。 8区からは蒼

海城の堀跡と竃構築材採掘坑が検出された。また、 9

区からは竃の構築材に複数の瓦が使用されている竪穴

住居跡があり、その中から文字瓦2枚が確認できた。

15区祭把跡

16区古墳時代後期の水田跡

3区丸輔の出土状態



② 上野国府等範囲内容碓認調査(23A147)
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事業名 上野国府等範囲内容確認調査

所在地所摘市元総社町2025番地ほか

調査期間平成23年7月25日から 12月22日まで

担当者阿久樺智和・並木断羊

調査面積 307 rrf 

調査の経緯上野国府は前橋市元総社町付近に設置

されていたと考えられているが、その中心，1iI!I設である
国庁のほか、その詳細が不明なため、平成23年度から

5ヵ年計画で、上野国府の概況を把握することを目的と

した「範囲研E認調査j を行うこととした。本年度はそ
の1年次である。

調査の成果平成23年度は「上野国府の国庁推定地」

のA案周辺に9ヶ所のトレンチを設定し調査を行った。

上野国府の国庁推定地4案
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(1) A案北東部の調査
古墳時代の竪穴式住居跡3軒、平安時代の竪穴式住

居跡4軒、弘明lsr.l条、土坑1基、ヒ。ット 3基を検出し
た。溝の時期については、覆土上部に浅間B軽石の堆

積が見られたことや越桝との藍槙関係から、古墳時代

以降から浅間B軽石降下以前であると考えられる。

(2) A案東部の調査

平安時代の竪穴式住居跡2軒、中世以降のtm跡 1条
を検出した。

(3) A案中央部の調査

古墳時代の竪穴式住居跡1軒、平安時代の竪穴式住

居跡1軒、情跡2条、士坑2基、ヒ。ット 2基を検出し

た。溝跡については、近世以降のものと古墳時代から

浅間B軽石降下以前のものであると考える。

(4) A案南西部の調査
古墳時代の竪穴式住居跡2軒、平安時代の竪穴式住

居跡4軒、時期不明の竪穴式住居跡3軒、惜跡4条、

井戸跡3基、土坑3基、ヒ。ツト 13基を検出した。 溝跡

については中世または中世以降が3条、残りの1条(6

トレンチ W-2号構)については、覆土中位付近で

道路として使用したことによって形成されたと考えら

れる硬化面が溝の平面を覆うような状態で有櫛患された。

また、下部で、は部分的に砂の水成堆積が布{jj認されたこ

とから、溝には水流もしくは水が溜まっていたことが

考えられる。この溝の延長である元総社蒼海遺跡群

(14)のW -32の覆土最上部で浅間B軽石の堆積が確

認されていることから、浅間B![珪石降下時にはこの溝

はほぼ埋没していたと考えられる。
~~~..，叫吋-

ノ

6トレンチ W-2号構 (東から)

まとめ 今回調査したトレンチから上野国府に関係

する追桝、造物の検出はで、きなかったo r宅地Jr長谷
) IIJの地名を残すほぼ長方形の地割りは、中世の溝に

固まれた区画とほぼ一致しており、溝に固まれた区画

が現在の地割りに反映されていると考えられる。また

A案の全域で中世面及U晴樹土砂層への糊婦が研E認で
きたが、南西部で、は表土直下が総社砂層で、あった。こ

のことから蒼海賊築城の際に広範囲に渡る造成が行わ

れたと推測できる。



③元総社蒼海遺跡群 (39) 事業名 元総:*Jポガ'I~土地区画陸理事業 住居跡、が存在していないのが特徴的で

(23A130-39) 所在地 前橋市元総村知T3ω7他 ある。また、 10世紀代に帰属する竪穴

調弼初間平成24年3月10日から 住居跡は工房I止と推定され、小鍛治の炉

平成24年6月29日まで 士止と思われる箇所が検出されている。ま

担当者 福田貫之(前橋市教育委員 た、この遺跡の鞘蚊としては、鉱銑仲，J、

h・屯 .... ...~.~盟副主
会)・伊締;JI慎一(有限会社毛里子 札等の武具の出土が比較的多いことが

考古学研究所) 挙げられる。

調査南青点 828 n1 

工房社全景(西から)
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④ 前橋城(三の丸門東地点)

(23H54) 

調査区全景(南から)
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地跡位置図

調査の経緯平成24年l月25日付けで

前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画

整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査依

頼が前橋市より前橋市教育委員会にあ

った。市教育委員会では、直営による発

掘調査が困難であるため、民間調1錨:醐t
に業務を委託するよう前橋市に回答を

した。民間調翻峨への業務委託にっし、

ては、前橋市の合意も得られたため、平

成24年2月16日付けで前橋市左有限会

社毛里子考古学研究所との間で発掘調査

業務契約を締結し、発掘調査を開始した。

調査の成果現街艦中ではあるが、古

墳時代から平安時代にかけての竪穴住

居跡がl1i'，摺されている。調査中ではある

が、竪穴住居跡は 30軒を超えており、

元総佐tfi毎遺跡群(27)・(28)・(32)・(37)
と同様に、 8~9 世紀代にかけての竪穴

事業名 旧中央公民館解体工事

所在地前橋市大手町二丁目 3番 l 他

調査期間平成23年5月 11日から

平成23年6月20日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会)・小林朋恵(株式会社シン技

術コンサノレ)

調査商轍 248n1 

調査の経緯平成23年2月10日付けで

前橋市管財課より旧中央公民館解体工

事の際、 l附Jをする肱恥協の一部を掘削す
ることが示された。当該地は、平成 21

年 12月14・16日に君主馬県教育委員会が

実施した試掘調査により前橋城の堀跡

が確認されているため、1l:l1iijの発掘調査

が必要な旨回答した。掘削を伴う解体工

事は不可避なため発掘調査を実施し記

録保存の措置をとることで合意を得た。

市教育委員会では、直営による発掘調査

が困難であるため、民間調童話回~を導入

して発掘調査を掲庖することとし、前編

市の合意も得られたため、市教育委員会

の舵理・指導の下発掘調査を実施するこ

とになり、平成23年 5月9日付けで前

橋市と附シン技術コンサルとの聞で発

q
d
 

q
d
 

小札出土状況

また、矩形に走行する中世の溝跡が検

出されている。構内は浅間B軽石の混土

で駿われており、馬骨が出土している。

矩形に走行する溝跡は過年度調査の元

総社ノl、見内m遺跡で検出された遺構と
繋がるようである。竪穴住居i嚇明j'll-跡等

の詳細は報告書に委ねたい。

掘調査業務契約を締結し、発掘調査を間

企合した。

調査の成果 平安時代以前の遺構とし

て、竪穴住居跡が2軒検出された。また、

平安時代の土器は近世の遺構からも

定量出土している。なかでも筑恵器の稜

碗や小型短顕輩、古瓦など仏教関連の遺

物が出土していることが注目される。こ

のほか、少数ではあるが埴輪・石探が出

土している。近世前橋城関連では、再築

前橋城三の丸外掘跡が東西方向に調査

区を横断して検出された。この堀跡の南

側に平行して道路状遺構とその北側の

侃!日持である石組のUilj'j);が検出された。絵
図から道路状遺構は酒井氏時代から存

在する[十人小路Jと呼ばれる道路であ

ることが判明した。そのほか再築前橋域

以前の掘立柱建物跡や井戸跡、多数のピ

ットが検出された。三の丸外堀跡から出

土した築石からは、「δ」や「十一人口J、

「八月 卯ノ六八人遣jの墨書が確認、

された。本調査は短期間で、はあったが、

絵図や史料に恵まれ、豊富な成果を得る

ことができた。今後、前橋城に関して更

なる解明が進むことを期待したい。



⑤ 大渡道場遺跡(23A144) 事業名 消防署新築工事 と地下式坑 l基、土坑 23基、柱穴 321

所在地 前儒市大渡町2-3-5 基、井戸跡2基、火葬墓I基、貨幣埋納

調劃朝間平成23年4月19日から 泣僻I基、前跡が目協恋された。このうち、

平成23年6月21日まで 10世紀代と考えられる竪穴住居跡から

担当者 福田貫之(前橋市教育委員 は石帯(丸鞠)や鉄鉱が出土しており注

会)・伊藤順一(有限会社毛野 目したい。中世に帰属する土坑は墓坑と

考古学研究所) 思われ、このうち l基の墓坑からは、蔵

調査面硝 840ni 骨器と居、われる完形で「女」と刻書され

調査の経緯平成23年1月20日付けで たF暗号壷が肌積されていた。残念ながら、

前橋消防局西消防署移転新築工事に伴 壷内の土壌からは人骨や人工遺物、¥l!JJ倣

貨幣出土状況(北から) う埋蔵文化財発掘調査依頼が前橋市よ 物遺体lま隙認で、きなかったo また、中世

り前橋市教育委員会にあったO 市教育委 に帰属する溝跡の底面から貨幣埋納遺

a刷 員会では、直営による発掘調査が困難で 構が検出された。備蓄銭は植物質の捌at
/111".. "ー..・ .. • 

あるため、民間調謝?蛸tに業務を委託す が通された「絹」の状1~で六縄出土した。r 
罪植山 1

M Ii :1 

. . るよう前橋市に回答をした。民間調査組 3ii鱈は同一方向に折り重なるようにし

織への業務委託lこついては、前橋市の合 て密着しており、一倍は二つ折にされて

意も得られたため、平成23年4月 15日 近接して出土した。 88~97 枚を一鱈と

付けで前橋市と有限会社毛野考古学研 し、総枚数は572枚、総重量は1982.78 

究所との聞で発掘調査業務契約を締結 gを量り、銭種は41種に分類される。

し、発掘調査を開始した。 本遺跡の周辺には県内最古級の城郭

調査の成果発掘調査は噛榊に影響を である悲糊~が荷主し、東方には石倉城、

及ぼす庁舎棟と備蓄水防倉庫の2箇所 南方に大友城が相生するなど、中世上野

について行なったo その結果、調査区か 国の中核地域の一つであり、備i問 主の出

らは、Hr-FA降下直下の水田跡、Hr-FA 士は、これら城郭と共に考えると興味深

降下以後の畠跡、平安時代の竪穴住居跡 いものである。

巡跡(立f宣図 8軒と溝、中世以降の掘立柱建物跡2棟

⑥ 朝倉工業団地遺跡群 事業名土地区画整邸主1喋 で前工固と(有)毛野考古学研究所の間で

(23G74) 所在地前橋市下佐烏町20番ほか 発抑制査業務契約を楠古し、全体を3区

調査期間半成23年5片25日から に分け発掘調査を開始した。

平成23年8月19日まで 調査の成果 1・2区においては、主とし

担当者福田貫之(前橋市教育委員 て平安日寺代末期の水田跡が検出された。

会) ・和久拓照(有限会社毛 2区西部では、部分的な調査ながら、古

野考古学研究所) 墳日寺代後期の水田跡が検出された。 3区

調査面鞘 6，365 ni においては、 12軒の竪穴住居跡が検出

調査の経緯平成22年 11月29日付け されが、ここは7世紀後半に集搭故営の

で前橋工業団地造成組合 (以下前工団) ピークがあり、その後300年近くの空白

調査区全景(南面から) より朝倉工業団地土地区画整理事業に 期をはさみ 10世紀代に再び占地がみら

伴う試掘調査依頼書が前橋市教育委員 れるという、特敷的な盛衰をたどってい
酬.

会に提出され、平成 23 年 l 月 11 日 ~2 る。また、同じ3区では、居館跡の一部

月 17日の期間に試掘調査を実施し、古 をなす可能性が考えられる溝跡も検出

墳時代後期及ひや平安時代の水田跡や古 された。遺物としては、 3区の住居跡か

代の溝、住居跡などを硝認した。この結 ら、県内において数例の出土しかない三

果を受け、迎蹴文化財の保曜につし、て協 環鈴の鈴音阿皮片弔jヨ7窓際盤・高盤が山上
議を重ねたが、記録保存の措置をとるこ した。三股鈴は、古墳の副葬品として出

とて合意を得た。市教育委員会では、直 士する事例が比較的多く、本地跡の北東

営による発抑制査が困難であるため、民 に位置する広瀬古墳群との関連が想式己

問調査組織に業務を委託するよう前工 される。多くの遺榊や遺物から、本遺跡も

回と協議を行った。業務委託については、 地は古代より地域の穀倉地帯としての

前工団の合意も得られたため、市教育委 機能を果たしてきた様子が窺える。

員会の耽E盟・指導の下発掘調査を実施す

御¥1)i位置図 ることになり、平成23年5月24日付け

-34 -



⑦ 朝倉伊勢西 No.2 遺跡

(23G71) 

2区調査区全景(西から)
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遺跡位置図

③ 総社稲荷塚大道西No.2遺跡

(23A132-2) 

調査区全景(南から)

遺跡位置図

事業名 都市計画道路江田天川大島線

道路改良工事

所在地前橋市朝倉町145ほか

調部切開平成23年 10月21日から

平成24年 l月23日まで

担当者 福岡貫之(前橋市教育委員

会) ・小林朋恵・小林一弘(株式

会社シン技術)

調査面積 1， 684 ni 

調査の経緯平成23年9月21日付けで

前橋市より都市計画道路江田天川大島

線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査業務依頼書が前橋市教育委員会に

提出された。市教育委員会では、直営に

よる発掘調査が困難であるため、民間調

査車E織に業務を委託するよう前橋市に

回答をした。民間調剤羽織への業務委託

については、自IF慨市の合意も得られたた

め、平成23年 10月 12日付けで前橋市

と株式会社新技術コンサノレ前橋営業所

長との問で発掘調査業務契約を締結し、

発掘調査を開始した。

調査の成果前年度発掘調査を行なっ

た朝倉伊勢西No.l遺跡を挟むように調

査区は分かれる。前年度の調査区西側に

附妥する l区からは竪穴住居跡 71軒、

掘立柱建物跡2棟、土坑75基、井戸跡

司喋名 携帯智捌鰯i基地局

新設工事

所在地 前橋市制加裕社3026番

調盟関問平成23年9月26日から

平成23年 10月25日まで

担当者 福田貫之(前橋市教育委員

会) ・権問友寿(スナガ潔撹

測設株式会社)

調査蘭制 106 ni 

調査の経緯平成23年5月17日付けで

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ.tJ:手潟

支庖より携帯電話無線基地局新設工事

に伴う試掘調査依頼書が前橋市教育委

員会に提出され、同年5月31日に試掘

調査を実施し、竪穴住居跡やj停を疏盟、し

た。この結燥を受け、足蹴文化財の保秘

について協議を重ねたが、総紋予定地の

変更は不可能であるため発掘調査を実

施し記録保存の措置をとることで合意

を得た。市教育委員会では、直営による

発掘調査が困難であるため、 「群馬県内

の記録保存を目的とする埋蔵文化財の

発掘調査における民間調査組織導入事

務取扱要綱jにより民間調主滋断般に業務
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7基、 1削1jI)，柱穴等が検出された。前年

度に低地部が検出された東隣に位置す

る2区では低地部から微高地への立上

がりが検出され、微高上からは竪穴住居

跡50軒、土坑30基、井戸跡6基、溝跡、

柱穴、粘土採掘坑が!1{J継された。 1区の

北側に位置する 3区からは竪穴住居跡

12軒、土坑 3基、柱穴、情跡が検出さ

れた。古墳時代に帰属する遣仰は竪大住

居跡 l軒、覆土下層にAs-Cが堆積する

十坑l基等と少数である。 一方.平安時

代に属するi蹴は群を抜いて多く、朝倉

伊勢西No.l遺跡の低地部を挟んで東西

に平安時代の集落が展開していたこと

が判明した。また、 l区で検出された井

戸跡は上位を石積で下位は木製部材を

転用した木組みで構築されていた。科学

分析の結集、宮防イは9世紀から 10世紀

にかけての伐採であることが判明した。

音I刷は比較的大形であるため、転用以前

の使用箇所や用いられた場所について

は、今後の融閣となろう。今回の調査に

より、低地部期出からの微高地にも朝倉

伊勢西No.l遺跡と同様な集落が営まれ

ていたことが判明したことが大きな成

果といえる。

を委託するよう側NTTドコモ群馬支

庖に回答をした。民間調郵轍への業務

委託については、附NTTドコモ群馬支

庖の合意も得られたため、市教育委員会

の監理・指導の下発掘調査を実施するこ

とになり、平成23年9月26日付けで制

NTTド、コモ群馬支居とスナガ環境測

設附との聞で発掘調査業務契約を締結

し、発掘調査を開始した。

調査の成果本遺跡の調査により、 9世

紀初頭から 10世紀後半の竪穴住居跡、8

軒、竪穴状迫畑1軒、 1M胡;2条、土坑9
基、 ヒヘJノト 23基が検出された。

本i虫峨:は、 14世紀以後上野田を治め

た長尾氏の居城である蒼海域の北側に

位置している。築城の際の土木工事の影

響を受けていると思われ、遺跡南側では

砂質凝灰岩層まで削り取られた落ち込

みが見られる。本遺跡と同様な土木工事

が見られる泣併が、元総社蒼海遺跡群

(17)の西通線開査区で見られる。今回の

調査で平安時代の住居跡や中世のピッ

トを検出し貴重な資料を得ることがで

きた。



⑨ 総社町屋敷南遺跡 2

(23A139) 

宝m山古墳の周掘(北東から)

脳陣置図

事業名市道18-449、18-457号親

道路改良工事

所在地 前幡市袷祉阿論社 1602番2

欄査淵間平成23年6月6日から

平成23年6月14日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・佐野良平(技研測晶-殺

計株式会社)

調査面柚 197 rrf 

調査の経緯平成21年7月3日付けで

前橋市道路建設課より市道 18-449、

18-457号制改良工事に伴う埋蔵文化財

侃需品開査依頼が提出され、該当地が周知

の埋蔵文イ1:11.:1包路地(宝塔山古墳)に属

するため、前編市と記揖保存を目的とし

た発掘調査について度重なる調整を行

った。平成23年5月 11日付で附幡市よ

り発掘調査槻頁が提出され、これを受け、

市教育委員会では直営による発掘調査

が困難であるため、民間調溜;a織を導入

して市教育委員会のE捌l・指導の下発掘

調査を実施することになった。平成 23

年 5月 30日付けで前橋市と技研副団j設

計(槻との問で発掘調査業務契約を締結

し、発掘調査を開始した。

調査の成果宝塔山古墳の北東部にあ

たる周堀がE眠?r1~され、その他中世以降の
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溝、土坑、ヒロット、耕作具痕が検出され

た。

宝塔山古墳に関しては、平成元年に白

石太一郎氏らによる墳丘測量・石室実測

調査、平成20年度に周堀と古場愉E囲確

定のための試掘調査、平成 21年度に総

社公民館建設に伴う発掘調査を実施す

るなど、墳丘や周堀の規備等を明らかに

するための調査が行われてきた。

今回の成果により、宝塔山古墳の周堀

北外郭ラインはほぼ確定されたと考え

られる。また、周堀築造時の痕跡を匂わ

す溝状遺構や古墳築造後の周堀の在り

方を考えさせる耕作具痕跡も官位Eされ、

宝塔山古墳を研究する上での有益な情

報を得ることができた。

周堀底部の状況(手前が耕作具痕跡)



5 市内遺跡発掘調査事業

(1) 事業の目的

周知の埋蔵文化財包蔵地及び包蔵地外の規模の

比較的大きい開発行為に対し、開発者と協議、調

査を実施した。組構や遺物等を確認、した場合、県

の指導要綱を基本に、開発者と埋蔵文化財の保存

協議を行った。

(2) 事業の内容

①調査方法

開発地内に調査トレンチを設定、劃幾による

表土掘削後、人力による精査をして、遺跡の有

無、迎跡の範囲硝1認を行った。調査商澗は、開

発面積の l割程度を基本に調査をした。

② 記錬作成

区域内の全体図作成、 トレンチ内の遺構分布

図、土層図を作成した。縮尺は開発区域の大き

さにより、随時調整した。また写:真撮影を行い

記録資料とした。

(3) 調査結果

試掘調査は、 47件実施した。このうち、 31 

件で埋蔵文化財が確認、できた。

① 碓認できた遺跡の時代

縄文時代~近世にかけての遺構を確認した。

②調査した蹴梓

住居跡、古墳、水田跡等。

③試掘調査から発掘調査をした主な遺跡

ア朝倉工業団地遺蜘手

古墳~平安時代の集落跡・水田跡、中世の

居館跡(禍嚇)

イ 大波退場遺跡

縄文時代の水田跡、古墳時代の畠跡、

奈良時代の集落跡、平安時代の屋敷跡、埋

系的首蓄銭

ウ総社稲荷塚大道西No.2遺跡

平安時代の集制下、中世以降の糊貞、

6 遺跡台帳整備事業

(1) 前橋市遺跡地図の作成事業

文化財保離法第95条に規定されている坦脱文

化財包蔵地を周知するための遺跡分布地図の作成

を行った。平成24年度を目標とした「前橋市遺跡

分布地図J刊行に向け追腕知見図などの作業を行

った。
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(2) 遺跡GISの作成事業

開発協議への迅速な対応、前橋市総合情報化推

進計画中の文化の振興へ寄与するため文化肘情報

の整備を行っている。今年度は文化財情報公開を

検言寸するため、項目の追加と見直しを行った。

7 埋蔵文化財普及事業

(1) 普及パンフレット「い・せ・きワールド・

イン前橋jの作成

平成23年度に前橋市内で実施した勘斑文化財

発掘調査の成果を広めるため、 A3版の両面印刷

(表面カラー)の「い・せ・きワールド ln前橋2012

平成23年度前橋市埋蔵文化財発掘調査のまとめj

というパンフレットを作成した。

表面はカラーということで写真を多く取り入れ、

裏面には前橋市のどの場所で制査が行われたのか

地図を配置し、調査内容をわかりやすくまとめた。

7000部作成し、平成24年度初めに市内小・中学

校並びに市立図書館、教育関係機関等に配布し、

文化財の普及を進めた。

「い・せ・きワールドin前橋2012J表面

「い・せ・きワーノレドin前桶2012J裏面



(2) r山王廃寺」パンフレットの作成
平成18年度から5年計画で進めてきた山主廃寺等

範囲内容孤溜調査が大きな成果を残しつつ平成22年

度で終了した。平成23年度ではその成果の普及用と

してパンフレットを作成した。

パンフレットはカラー刷り 16ページで、これまで

の調査で判明した内容をふまえてまとめた山王廃寺の

概要を中心として、そのほかに山王廃寺との深い関係

が考えられる総社古興耳、さらには上野国府、上野国

分寺にも触れるなど、山王廃寺を中心として、上野国

の中心地で、あった古代の総社・元総干土地区について概

説的にまとめている。

3，000部作成し、地元への配布や出前翻車開催時の

テキストと使用し、文化財の普及を進めた。

「よみがえる白鳳の世界 山主廃寺跡」

(3) 普及ノ号ンフレット「上野国府」の作成

平成22年度で山王廃寺等範囲内調臨調Z査が終了
したことを受けて、総社・元総社地区の古代を解明す

るという観点から、その所在や詳細が不明である上野

国府の範囲内樹脂想翻査を平成23年度から行うこと

となった。それにあわせて、上野田府について簡単に

まとめた普及用パンフレットを作成した。

パンフレットはカラー刷りA3判二つ折りで、国府

推定地である元総社町周辺で発掘調査によって出土し

た国府に関連すると考えられる遺物やi蹴の紹介のほ
か、平成23年度からの発掘調査の位置決定の根拠と

なる国庁の推定地4案の説明、さらには国府・国庁と

はどうし、う施設であるかを簡単にまとめた;慨説的内容

も含んだものとなっている。

パンフレットは5，000部印刷し、地元への配布等で

活用し、文化財の普及を進めた。

「解明!古代群馬の中心上野国府」
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(4) 三俣ギャラリー玄関展示に関すること

三俣町の文化財情奇襲課事務所にある玄関展示コー

ナー(通称、三俣ギャラリー)を大々的にリニューア

ルした。山王廃寺、上野国府、前橋天神山古墳、大

室古欄伴、前二子古墳右室復元市民プロジェクトに

関する出土品や復元品、複製品を照明付の展示ケー

スに並べ、見学者の動線を考え、効果的に配置した。

展示品400点、展示パネル50枚を数える。

平成23年夏文化財保担o.
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(5) 出土資料の活用(貸し出し展示)

元総社公民館、けやきウオーク、サンデンフオ

レスト等において出土迫物の常設展示を行った。

また、 11月には富士見地区文化祭において主に

富士見地区から出土した縄文土器の遺物展示を

行っTこ。

8 埋蔵文化財資料整備事業

(1) 富士見地区の要覧作成

平成23年度は、富士見地区未整理遺跡17箇所

についての要覧を作成した。主な遺跡は、旭久保

C遺跡、~[.槻・庄司原遺跡である。

(2) 東日本大震災で被害を受けた出土品の復元

平成24年3月11日の東日本大震災で被害を受

けた縄文土器等の復元を行った。



(3) 苦海遺跡群全体図・蒼海城関連資料集成

今年度は1/2500都市計画図原形図に元総社蒼

海地区の発掘調査箇所を貼りいれることにより、

過去の調査で確認された也捕の全体的な把握に資

する資料を作成した。

(4) 旧市内未整理遺跡の遺物

旧市内未整理遺跡の遺物については、 王山古墳

の埴輪類・前二子古墳の副葬品の整理を行った。

他の旧市内未整理遺跡の遺物については今後と

も進めていく予定である。

9 文化財資料管理

(1) 寄贈図書用務

平成23年度の他市町村教育委員会等からの寄

贈図書(埋蔵文化財発掘調査報告書が、ほとんど

である。)は、 1，150冊だった。

(2) 県内図書(報告書等)書架の整備

この5年間、毎年1，000冊近くの寄贈図書が

あり、その収蔵に苦慮していた。

そのため、県内図書 (報告書)書架を挫備する

こととし、設置場所については事務室に近い旧中

央玄関とした。中央玄関に収納されていた遺物収

納箱については、プレハブP収蔵庫や遺物収蔵庫等

に分散して収納した。図書については使用頼度の

高い報告書を中心に配架した。

中央玄関に整備された書架

(3) 報告書のpd fファイル化に関すること

平成 23年度にpd fファイル化した報告書等

は217冊で、あった。例年同様にpd fファイルは

パソコンハードディスクと CD-R正副に保存した。
次年度は、上野国府に関連する資料等を中心に

事業を進める予定である。
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10 山王廃寺等保存整備事業

(1) 山王廃寺等調査委員会の知概 要

山王廃寺等保存劉賄事業の推進にあたり、学識

御設者及U府政関係者計雌世された山王廃寺等調
査委員会(平成12年度に発足)において、山王廃寺

とそれに密接な関係をもっ周辺遺跡の調査計画と

整備内容の検討を十分に行いながら事業を実施

してきた。特に平成18年度から22年度にかけて、

国庫補助金を活用して「山王廃寺範囲内容確認調

査j を知血し、山主廃寺の伽藍の配置・規模が概

ね判明するなど大きな成果が得られた。本年度は、

総括を兼ねた平成22年度調査報告書を作成した。

5か年の調査の終了により、山王廃寺について

は一応の区切りが着いたため、本年度は、新規事

業として5か年計画で行う「上野国府等範囲副部

調査」の初年度を実施した。しかし、国府に直接

関係する溜持が1ill縦、で、きなかったため、発掘調査
中の現地視察は行わず、通常の定例会1回を開催

した。第17回目になる委員会は、平成23年2月

24日に市庁舎3階31会議室で開催した。議題と

なった報告及び協議は以下のとおりである。

(2) 第 17回山王廃寺調査委員会

開催日 平成24年2月24日

関連する埋蔵文化財の発掘調査報告

①山王廃寺発掘調査の成果と問題点について

②上野国府に関連する既出資料の集成について

③元絵本土蒼海地跡刑事E掘調査について

第 17回委員会の様子

《協議》上野国府範囲前日認調査計画(案)~こっし、て

①上野国府範囲内容研昂罫制査計画書について

国庫補助金を活用して、平成23年度から 27

年度までの5か年の発掘調査計画(国庁推定箇

所A案、 B案、 C案、 D案)の内容について提

案した。

委員からは、提案内容よりもより広範囲な調

査を行うようにすること、御霊神社・宮鍋神社

は国府に関係すると考えられるため、調査にあ



たり両神社について十分に考肱すること等の

意見が出された。

②平成23年度事業の成果について

A案を中心に9ヶ所のトレンチを設定し調査

を行ったが、国府政庁に直接関係する遺構、遺

物は検出されなかった。

③平成24年度事業計画について

B案を中心にA案の補足、 C案の先行調査に

ついて提案した。委員からは、調査箇所は住宅

密集地であるが、調査面積の拡大を検討するよ

うにとの意見が出された。

@委員会名称の変更について

平成24年度から「上野国府等範囲内翻'協調

査」が主事業になることから、委員会の名称を

「上野国府等調査委員会Jに変更することを提

案、了承された。

なお、開催回数についてはそのまま紺銃(次

回の委員会は第四回)し、上野国府についての

解明、保存・活用について各委員から指導をい

ただき、効率的で円滑な調査実施に努める。

上野国府組囲内容刑制調査A案'"'-'D案
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11 上野国府に関連する既出資料の集成について

平成23年度から上野国府の調査を進めるにあたって既出資料の集成作業を行う必要が生じた。対象とした

区域は、前橋市元総社町を中心とし、総社1m企社、大友町、問屋町、鳥羽町、高崎市中尾町、稲荷台町、塚
田町、引間町、東国分町の一部とした。具体的には、東西は関越自動車道から産業道路まで、南北は北を元

総制、制;交・元総社中学校付近、南は高前バイパスとした。主な辿跡としては、元総社明神遺跡、元総、社蒼

海遺跡群、寺田遺跡、元総社寺田遺跡、元総社西川・塚田中原遺跡、鳥羽遺跡、上野国分屑寺・尼寺中間地

域遺跡、天神遺跡、弥鞘遺跡、弥J劫H也跡、閑泉樋遺跡、元総相川崎庭遺跡等をあげることができる。

1 これまでの調査遺跡

(1)尾崎研究室の国府間査

かつて上野国府に関する発掘調査が、昭和36年から昭和43年度までの9次にわたって実施された。

その概要は以下のとおりである。

1次昭和36年 11月 元総社小学校校庭住居跡、

2次昭和37年8月 元総怯小学校校庭 2X5聞の掘立柱建物跡

3次 昭和38年8月 元総相ント学校校庭 2X4聞の掘立柱建物跡

4次昭和39年8月 元総担ンj、制度校庭特になし

5 次昭和 40 年 7~8月大友町 372 ほかピット、溝

6次昭和 41 年 7~8月 大友町雲雀街道掘立住建物跡、大溝

7 次昭和 41 年 9~10 月 元総社/ト学怯校舎跡住居跡

8 次 ， 昭和 42 年 8~12 月 大友町周辺住居跡

9 次昭和 43 年 8~12 月 昌楽寺周辺住居跡

このときの調査では、国府そのものの解明はできなかったものの、元総社小学校校庭から発見された

2X4問、 2X5聞の掘立柱建物跡は柱穴規模やその形状から国府の方笛交に関連する建物と考えられる。

(2)閑泉樋逝跡の大溝

昭和58年2月に閑剥脱瑚;の調査でほぼ東西方向に走る大溝が調査された。この大溝の覆土上部に浅間

B軽石眉純層の堆積が見られ、出土した土器は9世紀後半のものが主体を占めていた。この大溝は、木津

博明氏らによって、国府の北限を画するものといった角特Rがなされ、国府域を確定する重要な遺構となっ
ている。

(3)元総社明神遺跡の調査

また、昭和57年から平成8年まで13年間に亘って元総社明神地区の区西盤理に伴う発掘調査が実施さ

れた。この調査では、多くの住居跡が検出されたことから集落エリアであることが判明した。しかし、そ

の中で南北方向の大溝が都合5ヶ所の調査区から南北に直腕に並んだ、状態で発見された。閑泉植也跡の大

溝に比較するとやや小樹英なものとなる。

(4)牛池川改修に伴う調査

河)11改修に伴う調査が昭和63年から開始された。沖積地部分の調査のため水田跡の生産造中時や植物や動

物依存体の出土が期待された。その期待に沿うように元総社明神溜亦咽の調査で、は人形が3点発見された。

その後に調査された元総社寺田遺跡でも人形5点のほか「国J、「厨」、「国厨」、「曹司Jと書かれた墨書土

器がみつかっている。

(5)関越自動車道の調査

国分寺を東西に2分する関越自動車道の建設に伴って発掘調査が昭和50年代から開始された。中尾逃跡、

鳥羽遺跡、国分寺中間地蛾遡明，など大現模集落遺跡が次々に解明された。との中で、特筆されるのは鳥羽

遺跡の神粒溜i~f，鍛冶工房遺構であろう。その他、国府や国分寺に関連する造物も多数出土した。

(6)元総社蒼海遺跡群の調査

元総社清輝地区に区間整理に伴う発捌調査が平成11年から開始され現在も継続中である。現在までの調

査では住居跡が中心を占めている。その中で、元総社公民卸用地から 3X10聞の堀立柱建物跡が検出され

'
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ている。また、国分尼寺の西側から「大館」、「少」と喜かれた塁書土器が発見されている。

2 既出資料について

以上のように昭和36年から開始された国府調査であるが、過去には宮鍋神社の周辺を中心に方8町や方

6町の区域が国府域と推定された時期があった。これについては山口県防府市の周防国府が方8町とされた

論考に影響を受けたものと考えられる。しかし、周防国府の方8町は後の研究で、中世に形成されたもので

あることが判明したため、現在では、遺存地割から推測する方法は採られていない。

国府の遺剛砕とその機能は、佐j樹言氏によれば次のように分類される。

①儀礼…国庁、国司館、②財世…正倉院、③宗教・察記…国府付属寺院、律令的祭把(人形など水辺の祭

記)、④国府内神社、国内諾社を勧請した総杜、⑤文書機能…曹司、木筒、@給食…国厨、国司館、⑦手工

業編成…官営工房、⑧交通…陸上交通(東山道駅路国府ルート)、水上交通(i可)11)があげられているため、

これも加味しながら今までに検出されている遺構、遺物に若干の検討を加えてみたい。

( 1)工房エリア…鳥羽遺跡の調査では長さ 20mを超える長方形の鍛冶工房暗構が6基発見されている。

長方形の竪穴建物の中央に2列に櫨散の炉を備える。竃を造りつけていないことから鍛治専用施設である。

カナクソやフイゴ、未製品と思われる鉄が出土しており、 8世紀前半から中葉にかけて稼動したものと思わ

れる。

(2)神社遺構…鳥羽遺跡では鍛冶工房跡に近接する区域から神社遺構が発見されている。武蔵国府でも同

様な神社i断梓が発見されている。北西の方位は、元来の鬼門とされ、この方位に神を杷るのである。平安時

代の記録喜である『日本三代実倒を見ても、都にある幾つかの官庁に成亥隅神が杷られていた。武蔵国府

では、この赴構が国府を苛守盤する杜で、あった可能性は十分にあると考えている。

(3)国司の居宅・・・国府のマチは広大で、場所によっては色々な機能を持ち、様々な施設があったはずで、あ

る。その中には都から赴任する国司の居宅すなわち館もあったので、ある。国司の定員は国の等級によって差

がある。上野国の場合は十四郡を管轄する大国で、あったから、守(かみ)を筆頭に介(すけ) 1名、じよう

2名、目(さかん) 2名としづ構成で、これに加えて史生(ししよう)という書記官3名も都から派遣され

ていた。それぞれが館を構えて、移動もあるから営まれた国司の館は相当数にのぼる。こうした中で、現在

のところ、国司の館の存在を示す資料が見つかっている。「大館Jと喜かれたR世紀前半の墨書土器であり、

国分尼寺の西側から発見されたもので、ある。「大館」は国府の中でも最も大きい館の意味である。したがっ

て国司の筆頭である守の館を指すものであろう。残念ながらこの地区から館と思われる掘立柱建物跡はみつ

かっていない。

(4)官補エリア…元総祖ンj、学位校庭から発見された掘立柱建物跡は近接した場所から「曹司」といった墨

書土器が発見されていることから官街エリアの存在が考えられる。

(5)祭杷エリア…元総社明神遺跡から人形3点、元総社寺田遺跡から人形5点と計8点の木製人形が牛池

川の河道から発見された。いずれも 1108年降下の浅間B軽石層に覆われていた。人形は牛池川の調査では、

これより北の調査区からは全く発見されないことから、総社神社あたりで儀式がなされ、川に流されたもの

と考えられる。都から伝えられた律令強記で、ある。

(6 )高級陶磁器などを出土するエリア…鍛冶工房跡と神社に|附主するあたり一帯からは、詰訴由陶器、白磁、

青磁、糊見、銅椀、腰帯などが住居跡から多数出土している。天神追跡や拍劫遺跡、拍帯力E迫跡などがあげ

られる。

(7)集落エリア…対縦士清海遺跡、群の調査結果から集落エリア①とした。時期的には古墳時代から平安時

代までの集落が展開している。今後時期別の住居分布の検討が必要である。元総社明神話品跡についても同様

に集落エリアが展開されるため集落エリア②とした。

(8)大溝…大溝については断面形は上が広く、下が狭い台形である。閑泉樋遺跡の大楠KDは東西前、元総
社明神迫胡:の大櫛②は南北、関越自動車道路沿いの大楠@は南北、国庁推定A案付近の大概@、その南西
に斜め方向の大和均の5カ所が存在する。かつては国府を画する大溝と認識されたが、再度検討を必要とし

よう。

(9)東山道駅路国府ルート…東山道駅路国府ルートの存在も見過ごせない。その建設時期は9世紀後半と
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もいわれているが、この官道の開削によって陸上交通の要衝となった。

(10) 日高道…国庁想定区域から一直線に伸びる条里の基軸といわれている通称「日高道」が存在する。

東山道駅路と日高道の交点の北側には約 120m四方で、周囲に堀が巡らされ、 2区画が並置する。この地点を

木下良氏は群馬駅家を想定している。日高道は横倉興一氏によれば七世紀末に施行されたことが考えられて

いる。

(11)元総制活海遺跡群の調査ではすでに奈良・平安時代の住居跡が 1300車干調査されている。これらの住

居跡を四半世紀毎に時期別に分類して分布図を作成し分析を進める必要がある。さらに掘立柱建物跡キ錨冶

遺構、道路跡、井戸跡、前-跡、氷室i樹博なども集成し分析を進めてし、く。
(12)官術遺跡には、 一般集落と異なるものとして墨書土器、木製人形、斎串、金属製品、畿内系暗紋土

器、陶硯、須恵器、腰帯類、陶磁若掛襲、銅板E等の出土点数の多さがあげられる。今回の集成の結果からみる
と一般集落を遥かに超える点数が出土しており、この付近に国府が設置されたことを補強する材料となって

いる。今回、集成資料の一部を参考に掲載しておいた。

3 国庁推定案について

すでに区画整理地内には場所は未定であるが、苦海中央公園用地として約 11，000niの耐貨が割り当てら
れている。この予定している公園用地については主管課である区画整理第二棟より本製に以下の要望が寄せ

られている。「一刻も早く国府の中心地を探し当てていただき、その場所を公園として決定し、活用を図り

たいため、早急な回答をお願し、したしリとのことである。したがって区画整理地内で、の国府の検出を優先し

て行っていく必要があるため、平成19年5月に文化財保謎課から区画整理第二説宛てに『国庁推定案』を

提出した(文化財保護課『年報38Jl参照)。この推定案の策定にあたっては、①地形の分析一中心施設が設

置できる 100m四方を超えるような広い平坦な場所、②古い地図の分析・・・耕地図や地租改正図などにみられ

る地境や区画、③宮古町神社、御霊神社(学校院若御子明神)、庁ヤ、長谷川などの地名との関連、④中世蒼

海成の地割り等も加味して、 A案からD案までの4案を策定した。 A案からD案までの順番にっし、ては、

特に優位性を持たせてはいない。

今回の国府調査では、区画整理地内について緊急:性が高いため優先して調査を行って行きたいと考えてい

る。ただし、対象とした区域の全体にも常に日を配っていくことが肝要と思われる。

今後、利~j売した範囲確認調査の実施と既出の資料の分析を踏まえながら、上野国府の位置、内容、構造等

について一日も早く解明して行きたいと考える。
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3x10問 掘立柱建物跡01 ⑧ 

元総社蒼海遺跡群の建物跡
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-46 -



Om 

lf 2トレンチ
F 

皿丁
司・a.. 

o 
'ーー『ーー~ー~ー，

大溝1i単一幅一

。c 

m

溝

4
ゴ

大
二
の

二

由一

二
方
二
西

ζ

東
こ
の
己
跡

.
二
遺
=
樋

o
t
一献

白地点

Fi也点

114 30m 

4 

112. 

Gi也J点

113 

図B軽石純層

C地点

lli. 

E地点

ll~ 
D 地点

元総社明神遺跡の大溝5 4m 。

推定上野国府周辺遺跡の遺構(2)

円

i
A
吐

図2



6号鍛冶工房跡

. 

十l・叫 ⑧ 

-1-，_.s 

.+'.'Q 

。
+'.30 

" 

~ベ~
6 鳥羽遺跡の鍛冶工房跡

m
 

O

叩

r
rf
l』
E
E
E
a
E

，EE
E
E
E
E
E
a
'
b

。

。⑧

- ー戸一τエ/
7 鳥羽遺跡の神社遺構

図3 推定上野国府周辺遺跡の遺構(3)

-48 -



¥ 

"-
トーイ/ 、子ートイ

9 

4 

一一

11 

iEj 

一四区=

~= 12 

1 1  

図4 推定上野国府周辺遺跡の出土遺物(1) 

49 -

7 

墨書土器

<=> 

‘= 

。o 14 

木製人形

15 



緑紬陶器

、士主予/

-

6
富
田
/
/

Q
U

-
h-m揖
伊

/

2

一
/
μ

一

一一M
明
』
M
M

二

一〕!品
川
目
一

1
M
M
u
g
-
-

-

aH"ut

-
-

一l
Lき
這

一一

玉「!
 

¥ 
¥ 

図5 推定上野国府周辺遺跡の出土遺物(2)
50 

¥一長γ/

、ーセダ/



冶墨=:::;J31 

t/ 

i ¥…  1I H んヴ汲奴'1JJ
u ，---1 "-ー 11 'lfllllllll/// I 
可，-.a一_ I <tC=.~tf l 1IIIIIn抗 '1"//

37 

35 

38 

V2働 40

図6 推定上野国府周辺遺跡の出土遺物(3)

51 -

33 

一十

、ミ匝ijjjl

連盟グ

畿内系暗紋土器



h! 円
評[寸l「1一一一

一
同

加jiiJI、司、

会事奪 51

有事 。 手~
u~~ 

(いけハ〕

「ハ1
1
υ

n
川
川
ハ
ハ
川

ν

53 

50 

3 ..二二二ヨ

陶硯類

図7 推定上野国府周辺遺跡の出土遺物(4)

-52 -



54 

¥l  
L一一一一←ー L 

65 

主=三号7
6 ~ 二二f f二a

57 

L-L才
平三主三グ

に L 
¥ 

こ52
67 

戸三F
68 

1-rr¥-!イ
¥ー一一一一一一一一ー I / / 

人ヲ二ヒキJJ I 

午二七三三-:s } I 

、‘一ー . ー一一一一ーーーーー

ご~ tで二一-寸ーミマ 72 

63 

図8 推定上野国府周辺遺跡の出土遺物(5)
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表1 元総社蒼海遺跡群①~⑮報告書一覧表

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

|遺物包含層 縄文時代
加曽利E式土器、後期
土器

元蒼遺跡群① 生産跡 古1貧時代
浅間C軽石下畠跡、 FA土師器、須恵器、木製 五輪塔の地輸には

総社閑泉明神北遺 下水田跡 ロロロ 「文明四年(1472
年)Jの紀年名及び

E赤 ;遺物包含層 平安時代 住居跡 金泥

遺物包含層 中世 溝、井戸、土坑
中世陶器、五輪塔、石
円

竪穴住居跡 3軒
諸機b・c式土器、加曾

集落跡 縄文時代
性格不明遺構 2基

利E4式土器、石倣、石
鋸、石匙

s 

' 
土師器地・台付護・須
恵器蓋・杯・高台付杯・

竪穴住居跡 90軒
無差高杯・高台付皿・ 5区の住居跡から

元蒼遺跡群② 耳皿・羽釜・円面硯・灰
元総社小見遺跡 掘立柱建物跡 1棟竪

紬陶器碗・段皿・短頭
j争五、 7区で2間×

穴状遺構 2基性格 3聞の総柱建物跡
集落跡 古墳~奈良・平安時 不明遺構 3基道路状 壷・水瓶、緑紬陶器高

代 遺構 4条i着跡 台付皿、金属製品(鉄

8条土坑 24 
倣・引手・逆輸・万子・

基
鎌・釘・火打石元豊通
宝)、土製品(紡錘車・
丸五・平五)、石製品
(臼玉・支脚)

元蒼遺跡群③ 平安時代 竪穴住居跡、掘立柱建 土師器、須恵器、灰紬
総社甲稲荷塚大道 集落跡 |物穴跡、溝跡、土坑、柱 陶器、緑紬陶器、耳、 重複多数
西遺跡 鉄器他

元蒼遺跡群③ 古1責~平安時代
竪穴住居跡、溝跡、土

土師器、須恵器、灰紬
総社閑泉明神北E 集落跡

坑、柱穴、港ち込み
陶器、緑紬陶器、五、 10世紀河川の氾濫

遺跡 鉄器他

元蒼遺跡群③総社 集落跡 古墳~平安時代 |竪穴住居跡、竪穴状遺 土師器、須恵器、灰紬
甲稲荷塚大道西E 構、溝跡、土坑、柱穴、 陶器、緑紬陶器、五、 重複多数
遺跡 井戸跡 鉄器他

' 

縄文時代~弥生時代|住居跡
加曾利E式土器、石器

遺物包含層 類、弥生式土器、紡錘
車

浅間B軽石以前の

元蒼遺跡群④ 土師器、須恵器、陶器
道路状遺構。さら

集落跡 古墳~奈良・平安時 住居跡、溝跡、土坑、 に、この道路状遺
元総社小見内E遺

道路、溝跡 イ吃 井戸、掘立柱建物跡
類、瓦、風字硯、金属 構の両側には平行

E赤 製品、石製品 している溝跡が検
出

墓跡域、区画溝
中世

土坑墓、火葬墓、溝
陶器、五輪塔、石臼

道路
跡、道路状遺構

基域 近世 土坑墓

集落跡 |縄文時代 |佳居跡、ヱ坑 主加商官事キll7E蚕式恵工喜詩子、石器
集落跡 |古境時代 l住居跡 調査区の東側中世

土師器、須恵器、灰粕
の溝は、底辺の広

元蒼遺跡群⑤ 集落跡 奈良・平安 住居跡、掘立柱建物跡 陶器、緑紬陶器、耳、
い逆台形で、底面

元総社小見E遺跡、 輸入陶磁器
の両側に側溝状の
小溝を持ち、中央部

溝跡、道路 中世 溝跡、道路状遺構 |金製属品製品、陶器類、石 は全体に硬化して
いる。

墓域 中世 井戸、土坑

民
U
F
h
u
 



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡 縄文時代 住居跡
加曾利E式土器、石器 l

類

古墳~奈良・平安時
住居跡、柱穴列、 j蕎 土師器、須恵器、灰紬

集落跡 跡、井戸、土坑、土坑 陶器、緑紬陶器、五、 規模の大きい薬研
元蒼遺跡群⑥ 代

墓 鉄製品 状の断面を持つ中
元総社小見E遺跡

一一世溝跡

溝跡、土坑墓 中世
道路状遺構、土坑、溝

陶磁器、石田、五輪塔
跡、井戸跡、土坑墓

土師器、須恵器、灰袖
集落跡 古墳~奈良・平安時

住居跡、土坑
陶器、緑紬陶器、白

代 磁、五、鉄製品、陶器
元蒼遺跡群⑥ 類 住居跡からの白磁

元総社草作V遺跡 椀

溝跡、土坑
中世

溝跡、井戸跡、土坑、
陶器類

墓、 火葬跡 土坑墓、火葬跡

元蒼遺跡群⑦ 竪穴住居跡37軒、竪穴 土師器、須恵器、灰紬
総社甲稲荷塚大道 集落跡 古墳~平安時代 状遺構1軒、井戸跡5 陶器、緑紬陶器、耳、
西E遺跡 基、溝13条、畠跡他 石器、鉄器他

元蒼遺跡群⑦
集落跡 縄文時代、古墳~平

竪穴住居跡25軒、井戸 縄文土器、土師器、須
総社閑泉明神北E

安時代
跡1基、溝1条、土坑12恵器、五、石器、鉄器

遺跡 基他 他

元蒼遺跡群⑧
集落跡 古墳・奈良・平安・中

住居跡、掘立柱建物 土師器、須恵器、灰紬

元総社小見内N遺 跡、溝跡、土坑、土坑 土器、青磁、カワラケ、
世

跡 墓、柱穴他 五、鉄製品他

集落跡 縄文時代 竪穴住居跡3軒 縄文土器、石器

集落跡 古墳時代 竪穴住居跡1軒 土師器 1200点あまりのE

奈良時代 一 竪穴住居跡1軒 王百語須恵器 片が検出。「山田」
元蒼遺跡群⑨

集落跡
一 「首」という押印を持

元総社小見N遺跡、 集落跡 平安時代 竪穴住居跡24軒 須恵器、石器、鉄器、 つものやJ伴一」
J[ Ir手Jr石Jr日」を箆

集落跡 中世 j蕎2条 書するもの。

集落跡 その伺 |土坑1基他

|集落跡 |縄文時代 |竪穴住居跡3車十 |純文ヱ謡、七著書

集落跡 古墳時代 |聖穴住居跡2軒 ょE師器

元蒼遺跡群⑩
集落跡 平安時代 竪穴住居跡11軒 |土石師器器‘鉄、須器他恵器、耳、

元総社小見V遺跡

集落跡 中世以降
掘立柱建物跡1軒、畠
跡、土坑13基他

集落跡 奈良時代 竪穴住居跡1軒 土師器

元蒼遺跡群⑩ 竪穴住居跡7軒、溝8 土師器、須恵器、五、
元総社小見内羽遺 集落跡 平安時代

条 石器、鉄器他
粘土採掘坑

跡

集落跡 中世以降
井戸跡3基、土坑11基
{也

集落跡 縄文時代
竪穴住居跡2軒、土坑 縄文土器、打製石斧、 | 
1基他 多孔石等

元蒼遺跡群⑪ 竪穴住居跡16軒、掘立 土師器、須恵器、鉄器・ 厨屋的存在と考え
元総社小見内四遺 集落跡 奈良・平安 柱建物跡1棟、溝跡2 鉄製品、石製品、五 られる竪穴住居跡2
跡 条、土坑1基他 等 軒

集落跡 中世以降
溝跡、畠跡、土坑墓

古銭等
他

C
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所収遺跡名 種目IJ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡
土師器、須恵器、かわ

元蒼遺跡群⑫ 奈良・平安時代 竪穴住居跡14軒他 らけ、鉄器・鉄製品、石
火E半流(Hr-FPF1)

元総社小見内四遺 製品、五等
で被災した水田跡

跡
集3各跡 竪穴状遺構1軒、 j蕎跡

中世以降
5条他

π蒼遺跡群@ 畠跡 古墳時代 |畠跡、 j蕎跡他

総社甲稲荷塚大道 畠跡
中世以降

畠跡、溝跡、井戸跡
西W遺跡 他

元蒼遺跡群⑬ 集落跡
奈良・平安時代 竪穴住居跡23軒他

|他土帥器、須恵器、瓦

元総社小見肉lX遺

跡 集落跡 中世 i蕎跡、井戸跡

集落跡 平安時代 竪穴住居跡2軒 土師器、須恵器

元蒼遺跡群⑩
竪穴住居跡2軒、「小区

総社閑泉明神北V 水田跡
古墳時代 画水田」跡1菌、溝1条

土師器、須恵器、加工
遺跡

他
材

集落跡 縄文時代 竪11穴基住居跡、2軒、主坑 縄文土器、石器

集落跡 古墳時代 竪穴住居跡15軒 置商事、須恵器

元蒼巡跡群⑪
竪穴住居跡68軒、溝跡 土師器、須恵器、鉄製

転用硯が検出され

元総社小見VI遺跡集洛跡 奈良・平安時代
2条、土坑7基 品、五

た住居跡

集落跡 中世 土坑2基

包蔵地 縄文時代 縄器文、石時器代類中・晩期土

9号住居跡で、平安

古墳~奈良・平安時住居跡、工房跡、道路 土師器、須恵器、灰粕
時代と考えられる金

集落跡 片が出土。金属な
代 状遺構 陶器、五、金片、金粒

どを加工した工房

元蒼遺跡群@ 跡と考えられる。 8
元総社小見内X辿 粘土採掘抗、土坑、周 号溝跡では、青磁
跡 工房跡

古墳~奈良・平安時
溝状遺構、畝状遺構、 片・滑石製印判が

代
溝跡、井戸跡 検出。

採土坑は、灰白色
のシルトを採取した

生活跡 中世
土坑、溝跡、井戸跡、 陶器類、人骨、滑石製 可能性がある
土墳墓 印判、銭貨

ウ
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表2 元総社蒼海遺跡群(1)......(36)報告書一覧表

所収遺跡名 穫期l 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

盲墳時代 住居跡4 他 土師器、須恵器等

元総社蒼海遺跡群(1) 集落 奈良・平安時代
住居跡32、掘立柱建土師器、須恵器、鉄

蒼海域関連堀跡
物跡2、j蕎跡11 他 器、石製品、瓦

中世以降 溝跡7 かわらけ、陶磁器片
古墳時代 住居跡 1 主師著書、須恵器

奈良・平安時代
住居跡22、竪穴状遺 l土師器、須恵器、鉄

元総社蒼海遺跡群(2) 集落 構1、溝跡7 !製品、五

中世以降
竪穴状遺繕2、溝跡
7、井戸跡1

|縄文時代 |住居跡7、工坑7 i縄文主著書、七議
As-B下の溝跡。南

l土師器、須恵器、紡
古墳時代 住居跡8

:錘車 北方向に直線に走行

元総社蒼海遺跡群(3) 集落 奈良・平安時代 土師器、須恵器、紡
し、断面形状が椀

住居跡43 形。上幅4.7m-
元総社小見四遺跡 l重量車、耳、鉄製品 6.2m、下幅3.2m-

不明 住居跡3、土坑9、ピッ 土師器須恵器 4.8m、確認面からの

卜42、集石遺構 深さ0.7m-0.8m。

同電文時代 |住居跡2、工坑2基 |縄文工器、七著書
古墳時代

住居跡4 |土製師模造器品、須恵器、石

元総社蒼海遺跡群(4)
集落 奈良・平安時代 住居跡18、竪穴状遺 |土師器、須恵器、鉄

構1、溝跡4 製品

中世 溝跡2、井戸跡1 石製品、土製品、耳

古墳時代 住居跡1 !土師器、須恵器他

集落 奈良・平安時代 住居跡22、溝跡1 土師器、須恵器他
元総社蒼海遺跡群(5) 墓跡

清1、湖土司i康了間墓清58状、火道葬精墓一かわらけ、板碑、五
中世以降

12 輪I善、銅銭他

不明 溝跡4、土坑40、ビツ

元総社蒼海遺跡群(6) 集落
奈良・平安時代 住居跡28、鍛冶工房 土師器、須恵器、瓦、

跡1、j糞1 鉄器、石製品等
中世 j務5、土i庚基2、土坑 蒼海域関連拙郎

元総社蒼海遺跡群(7) 集落
奈良・平安時代

住居跡2、溝跡5、土 I器I師、石否製、須品忠、五都、獄
国府北辺の区画溝カ

坑2

中世以降 i喬跡7i也
古墳時代 |佳居跡2 |エ帥器、3貝息著書

集落
土師器、須恵器、鉄

元総社蒼海遺跡群(8) 奈良・平安時代 住居跡44、溝跡8 製品、緑紬陶器、瓦

中世 溝跡7、井戸跡1

縄文時代 住居跡2 |縄文土器、石器 晩期の遺構・遺物

元総社蒼海遺跡群
古墳時代 住居跡6 |土師器、須恵器

(9)・(10) 集落 住居跡43、掘立柱建 I土師器須恵器灰 大形掘立柱建物跡(3
奈良・平安時代 物32跡他1、溝跡1、土坑 紬陶器、鉄器、E 他 x10間)

中世 溝跡1他

古境時代 住居跡7 |土師器、須恵器

元総社蒼海遺跡群(11) 
集落 住居跡28、竪穴状遺

奈良・平安時代
構3、溝跡2

土師器、須恵器、瓦

中世 i'奇跡5
古墳時代 |吋4蓑1鵬、霊八団 土師器

元総社蒼海遺跡群(12) 奈良・平安時代
住居跡74、竪穴状遺 土師器、須恵器、鉄

集落 構1、溝跡3、井戸跡2製品、石製品、五

中世 溝跡12、井戸跡4、土I鉄製品
境墓1

口
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 住居跡4、土坑18
縄文土器、土偶、石
器

古墳時代 住居跡21 土師器、須恵器他
元総社蒼海遺跡群(13) 集落

住居跡68、竪穴状遺 土師器、須恵器、ニ
奈良・平安時代 構5、工房跡1、溝跡 彩・緑紬陶器、鉄製

12 品、石製品、五

中世 j糞跡16、土i度墓1

古噴時代 住畝状居遺跡構14、水田祉、 土師器、須恵器

集落 奈良・平安時代
住居跡6、掘立柱建 土師器、須恵器、鉄

元総社蒼海遺跡群(14) 物跡2、j1奇跡4 製品、石製品、瓦

中世
j喬跡4、井戸跡13、竪 軟質陶器、石製品、
穴状遺構1 五

集落 奈良・平安時代 住居跡15、掘立柱建 [縄須恵文器工務、灰、紬工帥陶様器、、

元総社蒼海遺跡群(15) 
墓跡 物跡1、溝20、井戸

五、石製品、鉄製品、
その他 中世 2、土j廃墓1、土坑

81、ピット221
中世・近世陶磁器

近世 他
|奈良・平安時代

住居跡16、溝5、井戸 |縞須文恵器エ器、灰、紬エ帥陶帯器、、
集落

中世 1、土坑36、ピット
元総社蒼海遺跡群(16)その他

260、風倒木痕1、畠
五、石製品、鉄製品、

近世 跡1、道路状遺構1

1ム貝日守l丸

百住構2居捌、跡j務E1跡E374宝、土穴坑1天、遺
|工帥器、須恵器

奈良・平安時代
土師器、須恵器、五、

元総社蒼海遺跡群 集落 |ピット
灰紬陶器、鉄製品

(17) 土1廃墓2、土坑10、
灯明皿、軟質陶器、

中世以降 ピット231、井戸跡2、
板碑、石臼

j蕎跡5

不明 住居跡9、溝跡2

奈良・平安時代 住居跡31、溝5、井戸
縄文土器、石器、土

集落 4、土坑94、土墳墓
師器、須恵器、灰紬

元総社蒼海遺跡群(18) その他 2、ピット311、風倒木
陶器、五、石製品、鉄
製品、銅製品、舶載

中世 痕2、掘り込み状遺構
青磁・白磁、かわら
け、古銭他

近世

同貝ロ守l五 小区凹水田 木謡、土師器、須恵
元総社蒼海遺跡群

7)<回i.Lt
(19) 中世 井戸跡 漆器

|古墳時代 住居跡6 |工E市議・3良患者別也
集落

住居跡61、竪穴状遺 土師器・須恵器、鉄
元総社蒼海遺跡群(20)その他 奈良・平安時代

構2、溝跡10、土坑51製品、石製品、五

中世 溝跡13、土壕墓1 鉄製品、石製品

平安 竪穴状遺構4、土坑

元総社蒼海遺跡群
上野国府 137(肉、井戸5.竪穴 須恵器、灰紬陶器、

蒼海域改修前後の堀
関連遺構、 状遺構1)、溝9、ピッ 五、石製品、問磁器、

(21 ) 
蒼海域跡 中世 卜759、盛土状遺構 かわらけ

を確認

(土塁)1

古1責時代 縄文土器・石器、羽田、

集落
奈良・平安時代

住居跡56、竪穴状遺 生土器、灰紬・緑紬
10区弥生時代の土

元総社蒼海遺跡群(22)その他 構5、土坑師、 j着跡 陶器、須恵器、土師
55、ピット105 器、耳、石製品、鉄製

坑。 10区鍵出土

中近世 品、陶磁器、古銭

|白主貝口守1¥;
集落、

奈良・平安時代
住居跡20、性格不明 土師器、須恵器、灰

元総社蒼海遺跡群 上野国府 遺構1、土坑35(肉、 紬陶器、E、鉄製品、 蒼海城の改修前後の
(23) 関連遺構、 井戸7、風倒木痕1) 銅製品、陶磁器、か 1屈を確認

蒼海城跡 中世 j蕎14、ピット101 わらけ
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 住居跡2軒、土坑7基 主純商文事土器7賓・吉石事器
古墳時代 住居跡5軒

集落
住居跡27軒、竪穴状土師器・須恵器・灰紬

元総社蒼海遺跡群(24) 奈良・平安時代 遺構6基、溝跡7条、 陶器、鉄製品、石製
土坑64基 品、皇朝十二銭

中世
方形竪穴5基、井戸2 銅製品、石製品、北
基、 j蕎4条 宋銭

古墳時代

住居跡10軒、土坑4 土師器、須恵器、灰
南宋~元時代 (13~

元総社蒼海遺跡群(25)
集落 平安時代

基、 j蕎1条、ピット30 紬陶器、鉄製品、陶
14世紀)の青白磁梅

基 磁器
瓶が2個体完形で出

中世
土

面項目守代 |住居跡9軒 土師器、 3良恵器他

住居跡90軒、竪穴状
奈良・平安時代 遺構9基、溝跡16条、 土師器、須恵器、鉄

元総社蒼海遺跡群(26)集落 土坑38基 製品、石製品、五

中世 j糞跡2条、土i庚墓3基鉄製品、石製品

古墳時代
住居跡51軒、溝17

集落、上野 古墳時代前期から平

国府関連 奈良・平安時代
条、土坑49基、ピット土師器、須恵器、羽

安時代の集落。
3基、竪穴状遺構4 釜、灰紬陶器、緑紬

元総社蒼海遺跡群(27)遺構、蒼海
基、井戸1基、焼土跡|陶器、鉄製品、石製

8世紀代と想定され

城関連遺 る掘立柱建物跡を確

4著 中世
1基、掘立柱建物跡2 模造品、石製品、E

きn刃'"、。
棟

弥生時代

古墳時代
土師器、須恵器、灰

集落、 蒼海 住居跡47軒、溝18 紬陶器、緑湘陶器、
元総社蒼海遺跡群(28)城関連遺 条、土坑26基、ピット鉄製品、石製模造

弥生時代後期から平

4者 奈良・平安時代
1基、竪穴状遺構5基品、常滑大菱、石製

安時代の集落

中世 !品、 E

古墳時代
古墳時代~平安時代

住居跡26軒
土師器 の集落奈良・平安時代

元総社蒼海遺跡群(29)
集落、その 堀溝跡12条、掘立 |
他

明跡1軒輔 |ヵ…鐘印 蒼海域に伴うと推定
中・近世 14基、火葬跡2基、地培、五輪塔、板碑、古 される掘跡。中近世

下式坑1基、井戸・土銭 の土焼墓・火葬跡。
坑・ピット333基

古墳時代
雁又鍬、灰紬陶器、 古墳時代~平安時代

奈良・平安時代
住居跡6軒

須恵器、土師器 の集落遺跡

元総社蒼海遺跡群(30)
集落、その

道路跡1条、堀糊 |他 中世期の道路状遺構

中世
6条、墓坑2基、火葬 かわらけ、五輪塔、 と蒼j毎城の堀と推定

跡1軒、井戸・土坑・ 古銭 される堀跡。中世期

ピット23基 の土旗墓・火葬跡。

古1責時代 住居跡16軒 須恵器、土師器 古墳時代後期の集落

元総社蒼海遺跡群(31) 
集落、その
他 道路状遺構1、堀・溝

かわらけ、陶磁器、
中近世 跡5条、井戸1基、土

五輪塔、古銭
蒼海城の堀跡

坑21基、ピット51基
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古墳時代
住居跡42軒、竪穴状
遺構2基、溝3条、土 土師器、須恵器

元総社蒼海遺跡群(32)集落
奈良・平安時代 坑10基

中世
j蕎2条、道路状遺構2

鉄製品
条、土旗墓1基

古墳時代 住居跡48軒、掘立柱
建物跡1棟、粘土採 土師器、須恵器、鉄

奈良・平安時代
掘坑1、道路状遺構1 製品、五

元総社蒼海遺跡群(33)集落 条

竪穴状遺構2基、溝
土師器、須恵器、鉄

中世 跡10条、井戸跡10
基、土i庚墓6基

製品、砥石

奈良・平安時代 住居跡18軒、溝跡13
土師器、須恵器、灰

集落、その
条、土i康墓3基、土坑

紬陶器、石製品、鉄
元総社蒼海遺跡群(34) 26基、ピット14基、竪

他 中近世 穴状遺構5基、その
製品、銅銭、かわら

他3基
lナ他

1区縄文時代 住居跡1軒 縄文土器、石器

古墳時代 古墳~平安の集落。
住居跡22軒、掘立柱 土師器、須恵器、灰 畿内産土師器。布堀
建物跡2棟、土坑・ 紬陶器、畿内産土師 を伴う掘立柱建物

平安時代 ピット等 器、鉄製品、古銭 跡。蒼海城関連の堀

集落、その
跡。

元総社蒼海遺跡群(35)
他 中世

堀.;蕎跡4条、土i庚墓
1基

2区奈良時代他
住居跡4軒、溝・土

土師器、須恵器 奈良時代他の集落
坑・ピット

3区古墳時代 住居跡12軒、掘立柱 古墳時代後期の集
建物跡1棟、 j背土 土師器、須恵器 落。5X4聞の掘立

奈良時代以降 坑・ピット 柱建物跡。

百1貰時代 i書棚i3粂、昌師、

住居跡17軒、竃構築 土師器、須恵器、施
平安時代 材採掘坑跡2、水田7 紬陶器、E、砥石、鉄 鉄製紡錘車、鉄鉱

集落、その
区画 告認定I日ロ日

元総社蒼海遺跡群(36)
他 土師器、須恵器、埴

j書跡8条、堀跡4条、
輪、かわらけ、石田、

平安~中近世 土坑17基、井戸跡2
板碑、内耳土鍋、陶

地下式土坑状
基

器、熔焔

噌
'
ム
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表3 元総社蒼海遺跡群遺物集計表

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

土師器 須恵器
F旬 磁

か
器 器

No. 遺跡名 わ 古埴

b 
五
銭輪

大 中 大 中 lナ
灰 緑

青 白
青

年自 紬 百*ノ4 花

1冗総社蒼海遺跡群① 。 16 43 。2 2， 0 5 。。。。。
3冗総社蒼海遺跡群② 4 8~ 。2 32 。5 l' 0 9 。。。。
4冗総社蒼海遺跡群③ 。6 20 。7 50 7 。o 12 。。。。。
5冗総社蒼海遺跡群④ 3 16 74 2 8 63 7 8 o 0 8 。 。。
6元総社蒼海遺跡群⑤ 5 18 23 3 3 51 13 。。 5 5 。 。。
7冗総社蒼海遺跡群⑥ 13 3 33 4 4 40 7 7 0， 0 11 。。2 。
8π総社蒼海遺跡群⑦ 。4 3 。2 20 9 9 。。。。。。。
9元総社蒼海遺跡群⑧ 20 50 19 5 52 25 14 33 。5 。。 。。
10 ヨE総社蒼海遺跡群⑨ 21 4 27 19 2 69 。162 。 。。。。。
11 冗総社蒼海遺跡群⑩ 15 5 36 10 34 5 55 。。2 。。。。。
12 π総社蒼海遺跡群⑪ 27 3 43 3 4 23 。13 。。 2 。。。。。
13 元総社蒼海遺跡群⑫ 12 2 28 2 4 31 11 11 0: 0 。。。。。。
14 元総社蒼海遺跡群⑬ 4 8 19 4 111 2 17 2 。7 。。。。
15 元総社蒼海遺跡群⑭ 40 10 50 13 2 109 8 26 。。10 3 。。B 。
16 冗総社蒼海遺跡群⑮ 4 2 8 21 4 46 4 12 9' 0 41 0 。。。。
17 元総社蒼海遺跡群(1) 27 60 45 。38 O. 0 7 。。。。
18 J[;総社蒼海遺跡群(2) 2 7 17 7 12 47 10 13 Oi 1 3 。。。。
19 元総社蒼海遺跡群(3) 9 15 。13 56 。21 1. 0 2 。。。。。
20 元総社蒼海遺跡群(4) 13 50 。 17 34 。。5 。。。。
21 元総社蒼海遺跡群(5) 。5 43 。。15 45 41 230; 0 。。。。。
22 瓦総社蒼海遺跡群(6) 。2 。4 4 31 16 109 2 。2 。。。。。
23 元総社蒼海遺跡群(7) 。2 6 。2 11 。。01 1 3 。。。。。
24 冗総社蒼海遺跡群(8) 。18 25 6 52 。19 。。41 25 。。。。
25 元総社蒼海遺跡群(9)・(10) 。9 58 2 24 110 。10 。3 9 。。。。。
26 冗総社蒼海遺跡群(11) 4 B 19 8 55 。14 。。4 。。。。。
27 元総社蒼海遺跡群(12) 7 42 81 。5 71 。25 。。 。2 。。
28 元総社蒼海遺跡群(13) 3 12 104 4 25 42 。30 。 7 9 。。。

3
1 
1 29 元総社蒼海遺跡群(14) 。10 27 2 32 3 4 3 3 。。。。

30 π総社蒼海遺跡群(15) 2 。。。12 42 。21 。。6 。。。。。
31 元総社蒼海遺跡群(16) 。3 8 5 24 53 。20 。。2 。。。。。
32 π総社蒼海遺跡群(17) 3 21 39 10 41 2 7 6 。 。。。。。
33 冗総社蒼海遺跡群(18) 2 4 11 12 17 51 。42 。6 。。2 。。
34 元総社蒼海遺跡群(19) 。10 15 。3 。。。。。。。。。。
35 冗総社蒼海遺跡群(20) 24 29 86 12 11 85 73 3 2 10 2 。。。。
36 冗総社蒼海遺跡群(21) 。。。 21 40 。。3 。。3 4 。
37 π総社蒼海遺跡群(22) 10 17 67 7 12 154 。15 3 。11 3 。。。。
38 冗総社蒼海遺跡群(23) 。8 27 。7 56 78 19 3 。2 。01 17 20 。
39 克総社蒼海遺跡群(24) 。9 36 3 11 67 。33 2 。11 。。 。。
40 元総社蒼海遺跡群(25) 。 。。9 10 。。 2 。。2 。。
41 元総社蒼海遺跡群(26) 17 35 73 6 16 144 47 6 。4 。。。。
42 J[;総社蒼海遺跡群(27) 2 30 58 17 27 99 。27 2 26 2 。。。
43 冗総社蒼海遺跡群(28) 22 52 61 2 27 81 。 13 3 。。。。
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17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 128 29 30 31 32 33 34 i 35 36 

縄文 自案 国

でーーーー F旬 土 石
金
木 装

自
そ

日午 旋 府

E設 属 然 生 腰 状 人 関 備 合計

器
製 製

製
製 身
遺
の

そ 土 帯
硯 盤
日音 形 連 考

鉄 ロロロ ロロロ ロロロ 具 他 土 石
紬
類 ロロロ 物

器 器
の 器 紋 黒ζ~ 
他 中平 重日量

。 2 15 31 25 。 9' 4 。2 。。。。。。。 1331 。 。2 7 28 。2 。。61 7 。。 。。0' 1 。 158 

0: 。 。。3 4 。5 。。 。。。。。。。o 0 。 115 。 。5 6 30 。2 。 01 12 。。2 0' 3 。 255 。 。。 16 。 。。9 2 。。。 。。3 。 162 。19 。10 12 。3 。。 。。。。 。2 。。。 173 。 。。3 7 。。。。 5 。 。。。6 。。。 71 。 。。2 9 。 。。。3 。。。。。2 0: 0 。 242 。 。2 。7 。。。。26 11 。。。。 。。。 354 。 。。3 9 。2 。。38' 10 2 。。。。。。。。 227 。 。。3 6 。。。。6; 2 。。。。。。。。。 135 。 。。 6 。。。日 。。。。。。2 。。。。 110 。 。。6 14 。。。。6 。。。。。。。。。 203 。 。。 7 。。。2 20 3 。。 。2 。2 。 318 。 8 。7 。。。。。7 4 。。。。。。。。。 140 。 。。2 12 。3 。。0' 。。3 。。。。。 203 。 。 。8 。 。。。。。。。。。。。。。 130 。 。 8 9 。。。01 111 14 5 。。 。。。3 。 270 。 。6 4 9 。5 。。241 6 。。 。。。。。。 178 。 。。 16 。4 01 21 01 。。。 。。。。。。 386 。 。。4 16 。 。。01 18 。。。。。。。。 210 。 。。 11 。。。2 4， 。2 。。。。。。。。 45 。 。。。2 。 。。。。。。。。。。。。。 153 。 。4 21 19 。3 。51 118 71 4 。。。。01 0 。 471 。 。 7 4 。7 。。18 。。。。。。。。。。 150 。 。。5 14 。。。。。。。。。 。。。。。 255 。 。3 6 17 。4 。 79 。 2 3 。。。。。。 354 

一一。 8 。10 3 。。。。2 。。。。2 。 。。。 115 。 。。5 。。。。。。。。。。。。。。。 89 。 。。5 。。。。。。。。。。。。。。。。 120 。 。8 3 。。。。。。。。。。。。。2 。 145 。 。。2 3 。。。。。。。。。。。 。。。 154 。33 。。。。。。。。。。3 。。 。。。。 66 。 6 40 27 。 。。 。。。 。。3 。 。 440 。 8 6 4 。。。。。。。。。。。。。。。。 92 。 。。7 3 。5 。。 。01 13 。。。 。3 。 331 。19 。2 。。01 29 。。。。。。。。。。 288 

4 18 19 。。。。20 20 。。。。 。。。。 257 。 。 。 。。。。 。。。。。。。。。。 26 。 3 。35 23 。 。。。。。。。2 。6 。4 。 424 

。10 4 21 13 。2 。。7 11 。6 。。。。。。。 366 。 7 3 7 13 。 。。7 12 。8 。。 。 。 365 
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2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

土師器 須恵器
F旬 磁

か
器 器

No. 遺跡名 わ 古埴

b 
五
銭輪

大 中 大 中 lす
灰 緑

青 白
青

車由 事由 彩 花

44 瓦総社蒼海遺跡群(29) 9 18 。11 43 3 3 86 。7 。。。。。
45 元総社蒼海遺跡群(30) 。3 。11 。 。。。。。
46 元総社蒼海遺跡群(31) 6 4 28 2 2 3 2 。14: 2 。。。。。。

トーー- t--
47 元総社蒼海遺跡群(32) 4 7 103 11 52 34 。。5 。。 。
48 元総社蒼海遺跡群(33) 3 18 24 。16 39 34 31 11 0 。。。2 。
49 克総社蒼海遺跡群(34) 。。6 3 41 20 22 14: 0 2 。。。。。
50 元総社蒼海遺跡群(35) 。18 76 。。22 。 6! 0 。。。。。。
51 元総社蒼海遺跡群(36) 。 7 6 。44 6 10 3 。。。。。

dロ~.e.，白+ 283 527 1709 215 385 2518 344 1130 434 19 246 65 1130 37 

表4 元総社明神遺跡遺物集計表

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

土師器 須恵器
陶 自弦

か 器 器
No. 遺跡名 一 わ 古 埴

小
五

一司

b 銭 輪

大 大 中 け 灰 緑
青 白

青
車由 F由 彩 花

1元総社明神遺跡 I 4 7 6 3 5 
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表8 国府関連資料集成表
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あとがき

平成 23年度は、 3月 11日に起きた東日本大震災の対応で始まりました。地震に

より倒壊大破した重要文化財の苗ヶ島町の石灯龍の保存修理、屋根の瓦や壁などが一

部で落下、剥落した所管施設の修理など、いつも以上にあわただしいスタートとなり

ました。復旧工事に際しては、関係各位の多大なるご協力をいただきました。ここに

あらためてお礼申し上げます。

また、 23年度は市民ボランティア解説員の養成を目的とした歴史学習講座の開講

や 12年ぶりとなる「前橋の文化財」の全面改訂、上野国府の解明に向けた範囲内容

確認調査の開始など新たな試みも手がけた年となりました。

平成 18年度から続いた史跡整備委員会も、 「歴史のまち前橋」の創出という提言

書が出され、同じく、 18年度から始まった山王廃寺の発掘調査も総括の報告書がま

とまり、一応の完結を見た年となりました。

自然の猛威とその惨禍からの復活、新たな事業のスタート、そして継続した事業の

完結という文化財保護課にとっても大きな節目の年となりました。

本書が多くの皆様に活用され、文化財保護行政をご理解し、ただくための一助となれ

ば幸いです。

平成 24年 6月 15日

平成 23年度

前橋市文化財調査委員

阿久津宗 二

井上唯 雄

梅津重昭

片山満秋

松島栄治 (23年 6月 30日まで)
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